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助け合いの仕組みづくりをさらに進めよう

情報紙

　生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを考える情報
紙『さぁ、やろう』。
　地域支援事業に携わり、地域
における助け合いの仕組みづく
りを進めている方々の参考とな
る記事を掲載し、全国の関係者
の皆さんに頒布しています。ま
た、財団ホームページからダウ
ンロードもできます。

『さぁ、やろう』
vol.24発行  ！

【お問合せ】メール  post@sawayakazaidan.or.jp
　　　　　　電　話（03）5470-7751

vol.24

vol.22

財団HPトップページ→「ライブラリー」→「さぁ、言おう・さぁ、やろう」にお進みください

　６月に政府が閣議決定した骨太の方針。「異次元の少子化対策」と言われてきた中で、年間およそ 3.5 兆円

にのぼる取り組みの関連事業費が示されました。同じく発表された「こども未来戦略方針」では、「児童手当

の所得制限撤廃」「こども誰でも通園制度（仮称）」「育児休業中の給付金10割相当」や、高等教育費として

「授業料後払い制度」等々、幅広い支援策が挙げられています。

　一方、報じられている通り、これらの具体的な財源は年末までに検討するとされました。歳出改革で支出

を抑える方針は、高齢世代にとっては医療・介護のサービス低下につながるのではないかとの不安も指摘さ

れています。
　子どもの育ちを家庭だけに押し付けずに社会でどう応援していくのかは、未来に向けて考えなくてはなら

ない喫緊の課題です。世代間対立の構図とせずに、誰もが自分を生かして生き生きと暮らせるために、今の

私たちの選択が問われています。また、どのような方向であっても、尊厳ある暮らしの環境をつくるためには、

地域での助け合い活動の広がりが不可欠です。
　本号では、４月に開催した「子ども・子育て市民委員会シンポジウム第２弾」の内容と、地域で実践され

ている助け合いの取り組みの状況をご紹介します。ぜひ皆様の取り組みやお考えの参考としてご活用ください。

生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを考える情報紙

新しい地域づくりを目指して ふれあい いきがい 助け合い
令和5年7月10日発行　通巻第22号
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ただ今、お
申し込み受

け付け中で
す。奮っ

て、ご参加
ください

！
完全オンラ

イン配信形
式で

開催します
。

※以降のお
申し込みは

視聴プログ
ラムが限ら

れます。

　詳しくは
７頁をご参

照ください
。

すべての人
が幸せに暮

らせる社会
へ

2023年10月２
日　  ～10月

16日　 
月

月

締め切り：9月２
4日　  日

contents

目 次

● 生活支援コ
ーディネー

ターや地域
づくり関係

者が今現場
で直面して

いる課題や
ヒントを共

有します

● 最大３週間
、見たい時

に自由に視
聴できるオ

ンデマンド
プログラム

が満載です

   （終了後も
10月22

日までアー
カイブ配信

）

● 参加者のう
ちご希望の

方には、終
了後ポイン

トをまとめ
た小冊子を

お届けしま
す

　2019 年
から３回

にわたり
開催した

「いきが
い・助け

合いサミ
ット」。今

年は、サ
ミットで

まとめた
提言

とこれか
らの課題

を踏まえ
ながら、“

いきがい
を持って

支え合う
住民主体

の地域共
生社会の

実現”をさ
らに

進めてい
くために

、気軽に
ご参加い

ただける「
オンライ

ンフェス
タ」を２

週間にわ
たり行い

ます。具
体的に

地域にど
う働きか

けていけ
ばいいの

か、ぜひ
この機会

を活かし
て、一緒

に学び合
い、考え

ていきま
せんか。

　プログ
ラムは、オ

ープニン
グフォー

ラムから
始まり、連

日、「個別
テーマ」

の「学ぼ
う編」「語

ろう編」
を

お送りし
、最終日

にクロー
ジングフ

ォーラム
をお届け

します。
また、連

日、各分
野を代表

する方々
による

「応援メ
ッセージ

」をお届
けします

。サミッ
ト同様、今

回も充実
した素晴

らしい皆
様にご登

場いただ
きます。

皆様の参加
が地域活動

応援基金に
つながるユ

ニークな“
チャリティ

ーフェスタ
”

皆で学び合
い、そして

地域活動を
応援しよう

！

◆語ろう編
（ライブ配

信）

事前個別
申込制。

同じテー
マの「学

ぼう編」
視聴済み

の前提で
、

直面して
いる課題

について
、実践者

同士さら
に深く考

え合うプ

ログラム
。テーマ

によりア
ンケート

やチャッ
ト、ワー

クショッ

プなども
活用。ラ

イブ配信
のみ（ア

ーカイブ
配信なし

）。

◆学ぼう編
（事前収録

配信）

基本の情
報や考え

方・各地
の事例を

学ぶプロ
グラム。

フェスタ
参加者は

、どの「
個別テー

マ」も配
信日時以

降、

オンデマ
ンドで自

由に視聴
可能（ア

ーカイブ
配信あり

）。
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「地域助け合い基金」に
どうぞご寄付ください  

能登半島地震の被災地の一日も早い復興をお祈りしています

お振り込み先

「地域助け合い基金」では、令和６年能登半島地震を受け、

石川県全域・県外被災地域・県外避難地域を特別対応地域

とし、現地のニーズを踏まえながら通常のご支援枠を超え

て応援いたします。

　皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

●能登半島地震復興支援のご寄付の場合は、地域を「石川県」とご指定ください。
　当財団のホームページからクレジットカードでご寄付が可能です。あるいは以下
の金融機関宛にお振り込みください。金融機関の場合は、お手数ですがホーム
ページまたは電話などにより、石川県指定ご寄付である旨をお知らせください。
（当財団ＨＰ「地域助け合い基金」ご寄付受付ページ）
https://www.sawayakazaidan.or.jp/fund/tasukeai/form.php

●当財団からも活動支援金を「地域助け合い基金」に拠出し、石川県をはじめ被災
地・被災者の皆様を応援する活動を広く支援します。

■銀行振込
口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団　地域助け合い基金
三井住友銀行  浜松町支店     （普通）口座番号  ７８５９４５２
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  （普通）口座番号  ００９５４４６

■郵便振替（払込取扱票）
加入者名：公益財団法人さわやか福祉財団
口座記号番号  ００１１０-７-７０９６２７

＊「地域助け合い基金」では指定地域のないご寄付も常時募集しています。
＊「地域助け合い基金」は、さわやか福祉財団が事務手数料を頂戴することはありません。
＊「地域助け合い基金」をはじめとするさわやか福祉財団へのご寄付は、所得税・法人税等の
　　優遇措置の対象となります。
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助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

丹

　直
秀

「
他
人
事
」
と
「
自
分
事
」

●公益財団法人さわやか福祉財団理事
60歳で企業をリタイアし、さわやか福祉財団にボランティア参加し
て以来28年。日本で、そして自分の地域で「新しいふれあい社会」
を実現したい思いは募るばかりです。

青
春
時
代
を
富
山
県
で
過
ご
し
、

能
登
・
北
陸
の
震
災
は
他
人
事
と
思
え
な
い

年
齢
が
88
歳
を
越
え
、
高
齢
者
問
題
は
い
ま

ま
さ
に
自
分
事
と
な
っ
て
い
る

防
災
も
福
祉
も
、

自
分
事
と
し
て
取
り
組
も
う  

と
よ
く
言
わ
れ
る
が

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

他
人
事
を
自
分
事
に
す
る
に
は

ま
ず
、
自
分
事
を
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
る
こ
と

そ
こ
が
基
本
か
も
し
れ
な
い
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コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
日
本
企
業
の
業
績
も
好
調
で
日
経
平
均
株
価
が
過
去
最
高
値
を
更
新
、
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。
景
気
は
良
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
一
方
で
、
そ
れ
ほ
ど
豊
か
さ

を
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
物
価
は
上
昇
し
、
実
質
賃
金
は
目
減
り
し
、
年

金
暮
ら
し
も
大
変
だ
と
い
う
悲
鳴
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
成
熟
社
会
の
日
本
で
は
、
従
来
の
経
済
至
上
に
よ
る
モ
ノ
の
豊
か
さ
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
単
に
活
況
を

喜
ん
で
ば
か
り
で
は
バ
ブ
ル
時
代
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
「
失
わ
れ
た
30
年
」
を
取
り
戻
そ
う
、
と
い
う
声
が

あ
る
が
、
こ
の
30
年
、
す
で
に
社
会
の
枠
組
み
も
幸
福
へ
の
個
人
の
価
値
観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

　
少
し
で
も
体
力
が
つ
い
た
企
業
は
、
賃
上
げ
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
を
担
う
社
員
の
人
材
育
成
に
力
を
注
ぐ
べ

き
で
、
そ
の
た
め
に
も
地
域
社
会
と
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
だ
と
強
力
に
提
案
し
た
い
。

　
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
の
成
長
に
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
社
会
と

の
つ
な
が
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
う
し
た
多
様
性
へ
の
感
覚
や
必
要
な
対
応
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
育
ま
れ
る
人
間
力

企
業
・
社
員
が
“
共
創
の
時
代
”
に

地
域
と
つ
な
が
る
価
値
と
は

新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
　
実
現
へ
の
道

 

さ
わ
や
か
福
祉
財
団  

理
事
長  

清
水  

肇
子
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諸
課
題
を
社
員
が
自
然
に
学
び
取
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
方
策
と
し
て
は
、
企
業
が
組
織
と
し
て
社

会
貢
献
活
動
や
協
働
・
共
創
事
業
を
行
う
、
あ
る
い
は
社
員
を
非
営
利
団
体
に
一
定
期
間
支
援
派
遣
す
る
、
個

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援
す
る
制
度
を
充
実
す
る
、
な
ど
様
々
に
考
え
ら
れ
る
。
交
じ
り
合
い
連
携
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
「
人
間
力
」
が
養
わ
れ
る
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
こ
ん
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
以
前
委
員
と
し
て
ま
と
め
た
冊
子
か
ら
改
め
て
一
部
紹
介
す
る
。

＜

従
業
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
意
義＞

よ
り

「
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
」
…
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
の
中
で
の
リ
ー
ダ
ー
・
管
理
職
と
し
て
の
成
長

「
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」
…
自
分
の
経
験
や
ス
キ
ル
の
活
用
の
場
の
創
出
・
喜
ん
で
も
ら
え
る

　
　
　
嬉
し
さ
等
の
経
験
・
普
段
の
業
務
で
は
経
験
で
き
な
い
活
動

「
従
業
員
の
成
長
の
機
会
の
創
出
」
…
普
段
の
業
務
で
は
経
験
で
き
な
い
作
業
か
ら
得
ら
れ
る
ス
キ
ル
の
習
得
、

　
　
　
現
場
の
雰
囲
気
を
知
る
機
会
の
創
出
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
・
こ
れ
ま
で
触
れ
た
こ
と
の
な
い
考

　
　
　
え
方
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
「
気
づ
き
」
を
得
る
、
自
由
な
発
想
力
の
習
得

「
従
業
員
の
豊
か
な
人
生
の
享
受
」
…
新
た
な
生
き
が
い
の
発
見
・
人
生
を
豊
か
に
す
る
経
験
・
人
と
の
出
会

　
　
　
い
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
と
も
す
る
と
、
企
業
は
地
域
を
税
金
や
助
成
金
と
い
っ
た
お
金
や
モ
ノ
で
支
援
す
る
と
い
う
側
面
が
ま
だ
強

い
が
、
21
世
紀
の
こ
れ
か
ら
は
人
材
の
交
流
支
援
や
連
携
事
業
を
も
っ
と
も
っ
と
進
め
て
ほ
し
い
。
社
会
的
課

題
を
共
に
解
決
す
る
、
共
に
進
み
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
上
げ
る
。
そ
れ
が
、
自
己
の
能
力
を
発
揮
し
、

周
囲
と
協
調
し
な
が
ら
自
ら
目
標
達
成
で
き
る
人
間
力
あ
る
自
律
型
社
員
を
育
て
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
こ
そ
、
働
く
人
も
企
業
も
、
そ
し
て
地
域
も
、
み
ん
な
で
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
。

出典：厚生労働省『従業員のボランティア活動支援のすすめ　
　　　　　　　　　社会と企業のさらなる発展を目指して』冊子より。
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広
げ
よ
う  

つ
な
げ
よ
う  

地
域
助
け
合
い

活
動
の
現
場
か
ら

安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
へ

生
活
支
援
と
し
て
の

外
出
支
援
と
お
助
け
隊
、
つ
な
が
り
フ
ァ
ー
ム
　

中
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

2024.3 4

　

中
島
地
区
（
中
島
小
学
校
区
）
は
、
人
口

1
万
5
8
6
4
人
で
高
齢
化
率
22
・
6
％

（
昨
年
9
月
末
現
在
）
。
「
中
島
」
と
い
う

地
名
は
、
か
つ
て
東
西
に
分
岐
し
て
い
た
高た
か

梁は
し

川が
わ
の
間
の
三
角
州
を
干
拓
し
た
こ
と
か
ら

来
て
い
る
。
も
と
も
と
は
農
業
地
だ
っ
た
が
、

今
は
住
宅
地
と
な
っ
て
団
地
や
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
た
。
主
要
道
路
は
交
通

　

古
き
良
き
町
並
み
と
、
四
国
地
方
に
つ
な
が
る
瀬
戸
大
橋
で
知
ら
れ
る
岡

山
県
南
部
の
倉
敷
市
。
約
47
万
人
が
暮
ら
す
こ
の
大
都
市
で
は
、
62
小
学
校

区
中
59
か
所
に
第
２
層
協
議
体
が
設
置
さ
れ
、
市
内
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
住

民
主
体
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
同
市
の
中
央
に
位
置
す
る
中
島
地
区
も
、
協

議
体
で
の
話
し
合
い
か
ら
多
彩
な
活
動
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
（
取
材
・
文
／
東
田
　
勉
） 

週
２
回
の
外
出
支
援

「
中
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
り
ん
り
ん
」
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黒
木
さ
ん
に
は
、
独
立
し
た
息
子
と
娘
が

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
み
出
し
と
週
末
の
買
い

物
を
引
き
受
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
近
所

に
3
家
族
ほ
ど
車
に
乗
せ
て
く
れ
る
家
も
あ

り
、
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
夫
の
介
護
が
で

き
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

り
ん
り
ん
は
、
中
島
地
区
に
住
む
高
齢
者

の
通
院
や
買
い
物
を
助
け
る
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
2
0
2
2
年
10
月
に
始
ま
っ
た
。

運
行
の
範
囲
は
、
中
島
小
学
校
を
起
点
と
し

た
半
径
10
キ
ロ
以
内
。
利
用
者
は
、
乗
降
介

助
の
必
要
が
な
く
、
地
区
内
に
住
む
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
で
、

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
て
も
日
中
独
居
で
あ

れ
ば
利
用
で
き
る
。
前
日
予
約
制
で
、
利
用

料
は
ガ
ソ
リ
ン
代
実
費
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
無

償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

　

昨
年
4
～
11
月
の
利
用
状
況
は
、
登
録
者

数
30
人
、
延
べ
利
用
者
数
2
4
4
人
。
行
き

量
が
多
い
が
、
学
区
内
は
細
い
道
が
多
く
バ

ス
が
走
っ
て
い
な
い
。
車
が
な
け
れ
ば
不
便

な
地
域
だ
。

　

取
材
し
た
日
、
一
戸
建
て
団
地
に
隣
接
す

る
住
宅
に
住
む
黒
木
禮
子
さ
ん
（
76
歳
）
は
、

通
院
す
る
病
院
へ
送
っ
て
く
れ
る
車
を
待
っ

て
い
た
。
到
着
し
た
の
は
「
中
島
り
ん
り
ん

号
」
。
中
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
「
中
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
り
ん

り
ん
」
の
車
だ
。

　

黒
木
さ
ん
は
、
「
施
設
に
入
所
し
て
い
る

夫
の
見
舞
い
に
行
く
と
き
と
自
分
の
通
院
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
毎
回
タ
ク
シ
ー
で
行
く

わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
あ
り
が
た
い
で

す
。
顔
馴
染
み
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
来
て

く
れ
る
の
で
会
話
も
弾
み
ま
す
し
」
と
話
す
。

運
行
す
る
火
曜
日
と
金
曜
日
に
合
わ
せ
て
、

1
週
間
の
予
定
を
組
む
と
い
う
。

「
申
し
込
み
は
前
日
に
し
ま
す
が
、
ド
ラ
イ

バ
ー
さ
ん
が
持
つ
ス
マ
ホ
と
直
接
連
絡
が
取

れ
る
の
で
、
急
に
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
も

対
応
し
て
も
ら
え
て
助
か
り
ま
す
」

　

こ
の
日
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
山
川
正
明
さ
ん
（
76
歳
）
。
火
曜
日
と

金
曜
日
の
週
2
回
の
運
行
を
6
人
の
ド
ラ
イ

バ
ー
で
分
担
し
て
い
る
う
ち
の
1
人
だ
。

「
車
の
運
転
が
好
き
な
の
で
続
け
て
い
ま
す
。

自
分
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
人

も
い
る
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
『
あ
り
が
と

う
』
と
言
わ
れ
る
か
ら
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
」

ドライバーの山川さん（左）と利用者の黒木さん（右）

近
隣
地
区
「
ら
ん
ら
ん
」
と
情
報
交
換

「
り
ん
り
ん
」
立
ち
上
げ
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先
は
通
院
が
約
5
割
、
買
い
物
が
約
4
割
だ
。

　

り
ん
り
ん
を
立
ち
上
げ
た
同
地
区
社
協
の

細
川
勝
則
会
長
（
82
歳
）
は
、
取
り
組
み
の

契
機
を
こ
う
語
る
。

「
こ
の
地
区
で
は
、
昔

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
を
月
1
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
、

あ
る
町
内
か
ら
、
外
出

に
困
る
高
齢
者
が
増
え

て
い
る
と
い
う
意
見
が

出
た
た
め
、
第
2
層
協

議
体
の
テ
ー
マ
の
一
つ

に
取
り
上
げ
た
の
で
す
。

す
る
と
、
倉
敷
西
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
）
に
も
そ
う
い
う
意

見
が
来
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
取
り
組
み
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

局
は
倉
敷
西
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
か

れ
、
定
期
的
に
中
島
地
区
の
高
齢
者
の
課
題

を
話
し
合
っ
て
い
る
。
外
出
支
援
は
、
市
内

の
玉
島
乙
島
地
区
が
先
ん
じ
て
「
乙
島
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
ん
ら
ん
」
を
行
っ
て
い
た
の
で
、

　

中
島
地
区

の
第
2
層
協

議
体
（
呼
称

小
地
域
ケ

ア
会
議
）
の

構
成
員
は
、

民
生
委
員
、

愛
育
委
員
、

栄
養
改
善
協

議
会
、
地
区

社
協
、
自
治

会
長
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
特

養
施
設
長
、

保
健
師
、
市

社
協（
Ｓ
Ｃ
）

等
だ
。
事
務

2022年10月４日
に行われた
りんりん出発式

左から、
中島地区社協の
山下さん、細川
会長、板谷さん
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案
内
し
て
い
る
。
場
合
に
よ

っ
て
ケ
ア
マ
ネ
に
話
を
つ
な

ぐ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

利
用
が
決
ま
る
と
、
受
付

担
当
の
山
下
亮
平
さ
ん
（
78

歳
）
と
福
成
光
芳
さ
ん
（
69

歳
）
が
情
報
を
共
有
。
専
用

の
ス
マ
ホ
で
、
受
付
内
容
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
る
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
、
民
生
委
員
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
住
民

に
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
6

人
が
「
い
い
よ
」
と
引
き
受

け
て
く
れ
た
。
も
し
も
の
事

故
に
は
、
移
動
支
援
で
使
わ

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
で
対
応
で
き

サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
探
す
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
っ
て
い

る
メ
リ
ッ
ト
だ
。
要
介
護
の
人
か
ら
り
ん
り

ん
へ
の
利
用
希
望
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
断

る
だ
け
で
な
く
介
護
タ
ク
シ
ー
等
に
つ
い
て

い
た
の
で
、
そ
の
う
ち
の
1
台
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

登
録
の
窓
口
は
、
要
支
援
・
要
介
護
の
情

報
を
把
握
し
て
い
る
倉
敷
西
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
う
。
利
用
希
望
者
か
ら
連
絡
が

あ
る
と
、
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
訪
問
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
。
そ
し
て
、
も

し
り
ん
り
ん
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
合
わ
な
い
場
合
で

も
、
ほ
か
に
支
援
で
き
る

そ
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

「
ら
ん
ら
ん
」
は
、
走
る
と
い
う
意
味
の
英

語
「
ｒ
ｕ
ｎ
」
を
意
識
し
た
呼
び
名
だ
。
そ

れ
に
な
ら
っ
た
り
ん
り
ん
は
、
鈴
の
音
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
た
。
地
域
か
ら
リ
ン
リ

ン
と
鈴
を
鳴
ら
す
よ
う
に
、
気
軽
に
呼
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

り
ん
り
ん
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
ま
で
、
協

議
体
で
は
1
年
か
け
て
仲
間
づ
く
り
、
仕
組

み
づ
く
り
を
し
た
。
事
務
局
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
同
地
区
社
協
の
板
谷
辰
夫
さ
ん
（
70
歳
）

が
経
緯
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

事
業
運
営
資
金
は
、
地
区
社
協
と
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
の
助
成
金
、
社
会

福
祉
事
業
に
理
解
の
あ
る
地
域
企
業
か
ら
の

助
成
金
を
受
け
て
い
る
。
立
ち
上
げ
時
に
は

細
川
会
長
が
地
区
民
生
委
員
会
の
会
長
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
か
ら
の
寄
付
も
あ

っ
た
。
車
は
細
川
会
長
が
複
数
台
所
有
し
て

倉敷西高齢者支援センターの職員さんたち

りんりん立ち上げの作戦会議

住
民
の
活
動
を
包
括
も
サ
ポ
ー
ト

3月号-活動の現場.indd   83月号-活動の現場.indd   8 2024/03/01   10:302024/03/01   10:30



2024.3 8

い
や
り
が
あ
る
人
。
23

年
12
月
現
在
、
個
人
27

人
と
2
団
体
の
登
録
隊

員
が
活
躍
し
て
い
る
。

隊
員
募
集
チ
ラ
シ
を
地

区
で
全
戸
配
布
し
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
小

学
生
の
親
子
が
「
や
っ

て
み
た
い

」
と
隊
員

に
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
学
校
が

休
み
の
と
き
に
草
取
り

っ
て
は
「
で
き
る
こ
と
」

で
貢
献
す
る
大
切
な
場
で

あ
り
、
利
用
者
に
と
っ
て

は
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
が
身
近
な
人
と
の
つ
な

が
り
で
解
決
す
る
、
暮
ら

し
に
寄
り
添
っ
た
活
動
だ
。

　

謝
金
は
す
べ
て
隊
員
へ

支
払
わ
れ
る
。
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
の
で
、
お
互

い
に
気
兼
ね
の
な
い
関
係

性
が
魅
力
だ
。

　

数
年
前
、
中
島
地
区
の
民
生
委
員
だ
っ
た

人
か
ら
、
「
自
分
の
所
有
す
る
土
地
を
提
供

す
る
の
で
、
地
域
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
協
議
体
で
話
し
合
わ
れ

て
創
出
さ
れ
た
の
が
「
つ
な
が
り
フ
ァ
ー
ム

中
島
」
だ
。
話
し
合
い
の
中
で
、
「
野
菜
な

ど
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
交
流

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
講
習
を
受
け
て
出

発
の
日
を
迎
え
た
。

　

19
年
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
中
島
地
区
お

助
け
隊
」
は
、
協
議
体
や
そ
の
作
業
部
会
を

通
し
て
、
住
民
目
線
で
の
課
題
検
討
を
重
ね

て
実
現
し
た
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
活
動

だ
。

「
協
議
体
で
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
ら
、
ご
み
出
し
や
草
取
り
に
困
っ
て
い
る

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
な
ら

お
互
い
に
助
け
合
お
う
と
、
他
地
区
を
視
察

し
た
り
し
て
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し
た
」

と
細
川
会
長
。

　

ご
み
出
し
1
回
1
0
0
円
、
草
取
り
1
時

間
3
0
0
円
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
隊
員
が
「
ち
ょ

っ
と
し
た
困
り
ご
と
」
を
有
償
で
お
手
伝
い

す
る
お
助
け
隊
。
隊
員
は
、
同
地
区
在
住
で

お
手
伝
い
活
動
に
意
欲
と
理
解
が
あ
り
、
思

な
ど
の
活
動
を
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

利
用
者
は
、
中
島
地
区
に
在
住
す
る
70
歳

以
上
の
人
。
一
人
暮
ら
し
か
高
齢
者
世
帯
が

対
象
だ
が
、
そ
の
他
も
必
要
に
応
じ
て
相
談

を
受
け
付
け
る
。
問
い
合
わ
せ
や
申
し
込
み

は
、
り
ん
り
ん
と
同
じ
倉
敷
西
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
。

　

23
年
度
の
実
施
件
数
は
、
4
～
9
月
ま
で

で
延
べ
3
1
9
件
。
内
容
は
ご
み
出
し
が
一

番
多
く
、
次
に
草
取
り
が
続
く
。
隊
員
に
と

お助け隊の活動の様子（草取り）

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お
手
伝
い

「
中
島
地
区
お
助
け
隊
」

す
べ
て
の
人
の
交
流
拠
点

「
つ
な
が
り
フ
ァ
ー
ム
中
島
」
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の
場
に
し
た
い
」

と
い
う
声
が
上
が

り
、
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
に
は
、

チ
ラ
シ
を
見
た
人

や
地
区
社
協
メ
ン

バ
ー
が
声
を
か
け

た
人
た
ち
、
学
童

保
育
の
子
ど
も
た

ち
な
ど
が
集
ま
っ

て
き
て
、
野
菜
を

一
緒
に
育
て
、
交

流
を
楽
し
む
。
同

地
区
に
は
、
18
年

7
月
の
西
日
本
豪

雨
に
よ
っ
て
他
地

区
で
被
災
し
た
人

々
も
移
り
住
ん
で

い
る
が
、
フ
ァ
ー

ム
は
そ
う
い
っ
た

人
た
ち
の
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
地
元
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
い
ろ
ど
り
」
も
フ
ァ
ー
ム
の
仲
間
だ
。
土

を
な
ら
し
た
り
、
不
用
品
を
撤
去
し
た
り
道

具
置
き
場
を
作
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
作
業
す
る
こ
と
は
事
業

所
利
用
者
の
生
活
訓
練
に
も
な
る
と
い
う
。

「
年
に
一
度
は
、
こ
の
土
地
で
催
し
物
な
ど

の
福
祉
活
動
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
皆
で
話
し

合
い
、
一
昨
年
、
昨
年
と
中
島
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
の
芋
掘
り
・
焼
き
芋
大
会
も
開

き
ま
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
好
評
で
喜
ば
れ
て
い

ま
す
」
と
細
川
会
長
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お

礼
に
フ
ァ
ー
ム
の
草
取
り
を
し
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
場
所
で
世
代
や
立
場

を
超
え
た
豊
か
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　

第
2
層
協
議
体
が
機
能
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
生
ま
れ
た
中
島
地
区
。
今
後
は
ど
の

つながりファームでの焼き芋イベント子どもたちによるお礼の草取り

課
題
よ
り
も
、
で
き
る
こ
と
や

可
能
性
に
目
を
向
け
て
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成
に
ま
で
広
げ
て
い
き
た
い
」

　

り
ん
り
ん
受
付
の
山
下
さ
ん
は
、
西
日
本

豪
雨
の
際
、
細
川
会
長
か
ら
誘
わ
れ
て
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活

動
し
た
の
が
地
域
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

「
中
島
地
区
は
、
み
ん
な
の
仲
の
良
さ
、
ま

せ
て
き
た
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
人

と
人
と
の
信
頼
の
深
さ
だ
と
感
じ
た
。
中
島

地
区
の
皆
さ
ん
の
い

き
い
き
と
し
た
活
動

は
、
全
国
各
地
で
参

考
に
し
て
も
ら
え
る

だ
ろ
う
。

と
ま
り
の
良
さ
が
自
慢
で
す
」
と
太

鼓
判
を
押
す
。

　

倉
敷
西
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

池
田
さ
お
り
さ
ん
と
三
宅
利
絵
子
さ

ん
も
、
「
中
島
地
区
は
会
長
さ
ん
を

は
じ
め
前
向
き
な
方
が
多
い
の
で
、

私
た
ち
も
一
緒
に
こ
の
勢
い
を
未
来

へ
向
け
て
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と

熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
細
川
会
長

が
「
協
力
的
な
み
ん
な
の
お
か
げ
」

と
言
い
、
皆
が
「
前
向
き
な
会
長
が

引
っ
張
っ
て
く
れ
る
お
か
げ
」
と
互

い
を
た
た
え
合
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

次
々
に
住
民
主
体
の
活
動
を
充
実
さ

よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
。
同
市
社
協

の
第
1
層
Ｓ
Ｃ
松
本
和
徳
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
の
展
望
を
こ
う
語
る
。

「
中
島
地
区
は
、
高
齢
化
率
は
市
内
で
も
高

い
ほ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
が
多

い
団
地
や
若
い
世
代
の
住
宅
が
混
在
し
て
い

ま
す
。
誰
も
が
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
に

は
、
接
点
や
き
っ
か
け
が
必
要
な
の
で
、
課

題
よ
り
も
“
で
き
る
こ
と
や
可
能
性
”
に
目

を
向
け
て
、
年
代
や
属
性
の
垣
根
を
超
え
た

地
域
の
連
携
が
広
が
る
よ
う
に
応
援
し
て
い

き
た
い
で
す
」

　

り
ん
り
ん
事
務
局
の
板
谷
さ
ん
は
、
防
災

面
を
強
化
す
る
の
が
今
後
の
テ
ー
マ
だ
。

「
今
、
協
議
体
で
災
害
危
険
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
個
別
避
難
計
画
の
作

中島地区社会福祉協議会

倉敷市社協の
第１層ＳＣ、松本さん
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地区社会福祉協議会。主な活動は、①住民同士の支
え合い「中島地区お助け隊」、②外出支援「中島ボ
ランティアりんりん」、③交流拠点「つながりファ
ーム中島」。ほかに、地区社協だより発行や夏休み
ラジオ体操推進などを行っている。

●連絡先／〒710-0834　倉敷市笹沖180番地　
くらしき健康福祉プラザ
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● 

く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
で
宿
題

「
た
だ
い
ま
」
「
た
だ
い
ま
」

　
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
同
時
に
、
丸
亀
市
福
島
町
に
あ
る

一
軒
家
の
玄
関
か
ら
、
学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
が
入
っ

て
く
る
。
築
60
年
の
こ
の
家
の
下
駄
箱
は
、
子
ど
も
た
ち

の
靴
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
現
在
、
こ
こ
を
訪
れ
る
子

ど
も
は
15
人
ほ
ど
。
こ
の
日
、
放
課
後
に
集
ま
っ
た
の
は
、 丸

亀
ふ
く
し
ま
♡
み
ん
な
de
わ
が
家
（
香
川
県
丸
亀
市
）

　
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
に
集
ま
っ
て
く
る
家

が
あ
り
ま
す
。
に
ぎ
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
宿
題

を
し
て
、
温
か
い
夕
食
を
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
と
、
支
援

す
る
人
た
ち
を
取
材
し
ま
し
た
。
　  

（
取
材
・
文
／
東
田
　
勉
） 

外
国
人
も
日
本
人
も
地
域
で
共
生

学
習
支
援
と
子
ど
も
食
堂

いきいき わくわく

子どもと一緒に
地域で輝こう

ペ
ル
ー
国
籍
の
子
2
人
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
国
籍
の
子
７
人
だ

が
、
も
ち
ろ
ん
日
本
人
の
子
ど
も
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
だ
。
学

校
の
友
だ
ち
を
誘
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
提
供
す

る
夕
食
は
多
め
に
用
意
し
て
あ
る
。

　
こ
こ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
香
川
ま
る
が
め
子
ど

も
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
（
以
下
、
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
）」
が

運
営
す
る
居
場
所
「
丸
亀
ふ
く
し
ま
♡
み
ん
な
de
わ
が
家

「丸亀ふくしま♡みんな de わが家」「丸亀ふくしま♡みんな de わが家」
入り口には楽しげな看板入り口には楽しげな看板
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（
以
下
、
わ
が
家
）」。
地
域
住
民
と
丸
亀
市
に
住
む
外

国
人
の
交
流
拠
点
だ
。
丸
亀
港
に
近
い
こ
の
町
は
、
造
船

関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
る

外
国
人
が
多
く
暮
ら
す
。
同

市
の
人
口
は
、
今
年
１
月
現

在
で
約
10
万
8
0
0
0
人
。

う
ち
外
国
籍
の
住
民
は
約
２

３
０
０
人
（
２
０
２
３
年
４

月
現
在
）
で
、
そ
の
８
割
が

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ
ル

ー
、
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
だ
。

　
こ
こ
で
は
、
20
年
11
月
か

ら
外
国
籍
の
子
ど
も
た

ち
の
「
放
課
後
寺
子
屋

教
室
」
が
開
催
さ
れ
て

き
た
。
無
料
で
夕
食
を

提
供
す
る
子
ど
も
食
堂

も
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
22
年
６
月

か
ら
。
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
の
16
～
17
時
が
寺
子
屋
教
室
、
17
時
か
ら
は
子
ど

も
食
堂
の
時
間
だ
。

「
わ
が
家
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
15
人
ほ
ど
。

資
格
は
必
要
な
く
、
子
ど
も
が
好
き
で
、
寄
り
添
っ
た
活

動
が
で
き
る
人
な
ら
大
歓
迎
だ
。
こ
の
日
、
学
習
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
の
は
、
米
国
か
ら
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
帰
り
で
現
在
求
職
活
動
中
の
山
下
純
さ
ん

と
、
数
年
前
に
小
学
校
教
師
を
定
年
退
職
し
た
田
中
志
代

美
さ
ん
。

「
１
時
間
で
は
宿
題
を
済
ま
せ
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
次
の
日
学
校
に
行
く
の
が
イ
ヤ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
宿
題
だ
け
は
や
ろ
う
ね
と
声
を
か
け
て
い
ま
す
」
と

田
中
さ
ん
。

● 

イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
日
々
の
支
援
を

　
香
川
県
庁
の
職
員
だ
っ
た
安
藤
州し

ゅ
う

一い
ち

さ
ん
（
74
歳
）
は
、

国
際
課
に
１
年
勤
務
し
た
後
、
香
川
県
国
際
交
流
協
会
に

移
っ
て
国
際
交
流
事
業
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
頃
、
「
活
動
が
実
際
に
外
国
の
人
の
役
に
立
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
そ
の
場
に
来
る
こ
と
さ
え
で

ボランティアに見守られながらボランティアに見守られながら
宿題をする子どもたち宿題をする子どもたち
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き
な
い
人
の
ほ
う
が

支
援
を
求
め
て
い
る

の
で
は
」
と
葛
藤
を

抱
え
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
退
職
を
機

に
15
年
か
ら
始
め
た

の
が
、
「
に
ほ
ん
ご

ひ
ろ
ば
」
だ
。
活
動

の
対
象
は
、
親
と
一
緒
に
外
国
か
ら
来
た
か
、
日
本
で
生

ま
れ
た
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
。
日
常
会
話
は
で
き
て
も
、

学
校
の
授
業
と
な
る
と
十
分
理
解
で
き
な
い
子
を
集
め
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
勉
強
を
教
え
始
め
た
。

「
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
」
に
は
長
ら
く
拠
点
が
な
く
、
地
元

に
あ
る
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
続
け
て

い
た
。
し
か
し
、
公
的
施
設
は
み
ん
な
が
く
つ
ろ
げ
る
居

場
所
に
な
り
に
く
い
。
そ
こ
で
安
藤
さ
ん
は
、
活
動
の
た

め
に
20
年
11
月
、
空
き
家
だ
っ
た
こ
の
家
を
自
治
会
長
の

紹
介
で
自
費
で
購
入
、
「
わ
が
家
」
が
誕
生
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
外
国
の
人
に
は
敷
居
が
高

い
よ
う
で
す
し
、
一
軒
家
の
ほ
う
が
活
動
の
自
由
度
も
増

　
17
時
に
近
づ
く
と
、
台
所
か
ら
い

い
匂
い
が
漂
っ
て
き
た
。
調
理
を
し

て
い
る
の
は
、
数
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
ま
と
め
役
の
佐
藤
昌
子
さ
ん
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
が
る
・
つ
む
ぐ

海
と
空
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
丸
亀

市
で
高
齢
者
支
援
を
行
う
「
海
と

空
」
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
高
齢
者

へ
の
食
事
提
供
な
ど
、
食
の
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

「
こ
こ
で
の
夕
食
作
り
に
は
、
『
わ

が
家
』
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
紹
介
で
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
を
支
援
す
る
団
体
同
士
も
、

助
け
合
う
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
」。
調
理
師
資
格
を
持

し
ま
す
。
“
自
分
た
ち
の
家
”
と
い
う
安
心
感
も
持
て
ま

す
の
で
購
入
し
ま
し
た
」
と
、
淡
々
と
語
る
安
藤
さ
ん
だ

が
、
活
動
の
た
め
に
私
財
を
な
げ
う
つ
熱
意
に
は
敬
服
す

る
し
か
な
い
。

● 「
い
た
だ
き
ま
す

」
み
ん
な
で
夕
食
タ
イ
ム
　

食事はボランティアが腕によりをかけて調理食事はボランティアが腕によりをかけて調理

「にほんごひろば」会長の安藤さん「にほんごひろば」会長の安藤さん
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だ
き
ま
す

」
と
声
を
そ
ろ
え
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
に
ぎ
り
、
鶏
の
唐
揚
げ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ト
マ
ト
、
お
す
ま
し
。
み
ん
な
お
い
し

そ
う
に
食
べ
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま
っ
た
。

　
ペ
ル
ー
出
身
の
ビ
ダ
ル
・
ダ
マ
イ
ラ
さ
ん
は
、
小
学
５

年
生
。
「
こ
こ
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
た
ず
ね
て
み
る
と
、

「
み
ん
な
と
い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
れ
て
楽
し
い
で
す
。
学
校

の
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
来
て
い
る
か
ら
」
と
、
２
人
の
女

の
子
の
ほ
う
を
見
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。
横
に
は
小
さ

な
男
の
子
。
ダ
マ
イ
ラ
さ
ん
の
未
就
学
の
弟
、
マ
テ
オ
く

ん
だ
。
ダ
マ
イ
ラ
さ
ん
た
ち
の
姉
・
キ
ア
ラ
さ
ん
は
、
初

期
の
「
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
」
に
来
て
い
た
。
今
は
岡
山
の

大
学
で
学
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

「
キ
ア
ラ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
子
で
、

中
高
と
バ
レ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
な
が
ら
塾
に
通
っ

て
、
勉
強
も
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
指
定
校
推
薦
で

進
学
し
た
の
で
す
」
と
キ
ア
ラ
さ
ん
の
母
親
ニ
ナ
さ
ん
。

　
や
が
て
、
「
お
か
わ
り
あ
り
ま
す
か
？
」
「
お
肉
が
欲

し
い

」
「
僕
は
お
に
ぎ
り
」
と
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響

い
た
。

ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
活
動
す

る
佐
藤
さ
ん
は
「
わ
が
家
」

の
強
い
味
方
だ
。
一
緒
に

調
理
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
女
性
は
、
小
学
１

年
生
の
双
子
と
５
年
生
の

子
が
「
わ
が
家
」
に
来
て

い
る
と
い
う
。
「
子
ど
も

の
様
子
が
分
か
る
の
で
私

も
来
て
い
ま
す
。
日
本
文

化
や
日
本
語
が
学
べ
る
の

も
あ
り
が
た
い
で
す
」

「
ご
飯
が
で
き
た
よ
ー
」

と
い
う
呼
び
か
け
で
、
子

ど
も
た
ち
は
宿
題
を
片
付

け
始
め
た
。
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
子
ど
も
た

ち
は
二
間
続
き
の
居
間
で
、

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
は
台
所
で
、
「
い
た

（左）温かい食事を（左）温かい食事を
　　　みんなで囲んで食べる　　　みんなで囲んで食べる
（下）この日の夕食（下）この日の夕食
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● 
外
国
人
も
日
本
人
も
地
域
で
一
緒
に

　
取
材
が
あ
っ
た
翌
週
の
日
曜
日
、
安
藤
さ
ん
た
ち
は
近

く
の
私
立
高
校
の
生
徒
た
ち
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら

ご
み
拾
い
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
以
前
「
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ

ば
」
に
来
て
い
て
高
校
生
に
な
っ
た
子
た
ち
に
呼
び
か
け

て
行
う
、
多
世
代
・
多
国
籍
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
。

「
こ
こ
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
に
も
、
『
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
相
談
に
乗
る
よ
』
と
い
う
、
つ
な
が
り
を
維
持

す
る
た
め
の
活
動
で
す
。
成
長
し
た
外
国
籍
の
子
ど
も
た

ち
も
、
い
ず
れ
人
生
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
き
た
い
の
で
す
」
と
安
藤
さ
ん
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
市
内
の
清
掃
活
動
を
、

10
月
に
は
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
行
っ
た
。
ど
ち
ら
も
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
、
国
際
交
流
に
も
役
立
っ
て

地
元
紙
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
公
務
員
時
代
の
安
藤
さ
ん
の
経
験
は
、
居
場
所
に
イ
ベ

ン
ト
に
と
生
か
さ
れ
、
周
囲
の
協
力
を
得
て
広
が
っ
て
い

る
。

「
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
閉
ざ
さ
れ
た
居
場
所
で

な
く
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
じ
て
外

国
人
も
日
本
人
も
交
流
し
、
共
生
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

企
業
や
他
の
社
会
福
祉
団
体
と
も
協
働

し
て
い
き
た
い
」
（
安
藤
さ
ん
）

　
取
材
に
訪
れ
た
と
き
、
市
役
所
の
隣

に
あ
る
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
の
市

民
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
に
ほ
ん
ご

ひ
ろ
ば
」
主
催
の
写
真
展
「
丸
亀
の
子

ど
も
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

「
わ
が
家
」
に
通
う
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
カ
メ
ラ
で
互
い
の
日
常
を
撮
り
合
っ
た
写
真
だ
。

写
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
す
っ
か
り
地
域
に
溶
け
込

み
、
自
然
体
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
子
た
ち
の
多
く
は
、
日
本
で
生
ま
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
多
く
が
こ
の
先
も
日
本
で
生
き
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
と
い
う
。
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
な
ら
互
い
に
手
を
差
し
伸
べ
て
、
共
に
生
き
て

い
け
れ
ば
皆
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

市民交流活動センターで市民交流活動センターで
開かれた写真展開かれた写真展
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皆
様
の
ご
寄
付
を
原
資
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
人
々
が
参
加
す
る
地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
「
地

域
助
け
合
い
基
金
」
。
今
月
号
は
、
居
住
環
境
改
善
の
た
め
除
草
や
伐
採
を
行
う
活
動
、
全
世
代
の
た
め
の
子
ど
も
食
堂
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
助
成
先
団
体
の
活
動
報
告
も
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
が
詰
ま
っ
た
多

彩
な
活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
助
け
隊
は
、
2
0
2
1
年
設
立
。
「
吹
塚

新
田
」
行
政
区
内
の
生
活
弱
者
を
支
援
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
民
生
委
員
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
高
齢
者
等
の
敷
地
内
の
除

草
・
伐
採
を
行
い
居
住
環
境
を
改
善
、
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
運
ぶ
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
川
島
町
は
雑
草
や
竹
林
の
繁
茂
が
す
さ
ま
じ
く
、
の
こ
ぎ
り
や
鎌

で
は
伐
採
に
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
個
人
所
有
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

等
を
借
り
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伐
採
し
た
草
木
の
処
分
費

用
も
か
か
り
ま
す
が
、
行
政
に
は
現
状
、
こ
の
よ
う
な
活
動
へ
の
助

成
等
の
仕
組
み
は
な
く
、
今
後
の
課
題
と
の
こ
と
。
本
基
金
の
助
成

金
は
、
充
電
式
丸
鋸の
こ

と
充
電
式
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
購
入
に
充
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
の
勢
い
、
資
金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
閉
塞
感
の
中
、
「
助
成

「
地
域
助
け
合
い
基
金
」
助
成
先
の
ご
紹
介

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

助
成
金
額  

13
万
5
0
0
0
円

埼
玉
県
川
島
町

生
活
弱
者
の
支
援
活
動

コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
地
元
で

新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
助
け
隊
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を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
経
済
的
に
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、

『
俺
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
社
会
に
認
め
ら
れ
た
』
と
い
う
安

堵
が
よ
り
強
い
で
す
。
『
俺
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
ん
だ

』
と
会
員
が
考
え
る
こ
と
は
、
会
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
」
「
こ
れ
を
機
会
に
、
今
後
も
コ
ツ

コ
ツ
と
地
道
に
地
元
で
活
動
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
行
政
に
も
粘

り
強
く
働
き
か
け
て
、
地
域
助
け
合
い
の
輪
を
他
地
区
に
も
広
げ
て

い
く
努
力
を
し
ま
す
」
と
報
告
を
下
さ
い
ま
し
た
。

　
小
さ
な
子
ど
も
と
親
、
高
齢
者
な
ど
地
域
の
人
た
ち
が
集
う
場
所

を
つ
く
り
た
い
と
2
0
2
2
年
に
活
動
を
始
め
た
は
っ
ぴ
ぃ
ま
ま
子

ど
も
食
堂
。
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
日
々
の
食

事
作
り
な
ど
を
頑
張
る
人
の
役
に
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
に
栄
養
の
あ
る
食
事
を
提
供
し
て
心
も
育
め
る
、

そ
ば
に
子
ど
も
が
い
て
高
齢
者
が
元
気
に
な
れ
る
、

そ
ん
な
場
所
に
し
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
基
金
の
助
成
金
は
、
ガ
ス
炊
飯
器
、
保
温
器
、

床
用
シ
ー
ト
の
購
入
と
、
ガ
ス
管
増
設
工
事
等
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
を
見
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
の
は
本

当
に
う
れ
し
い
」
と
毎
回
訪
れ
る
高
齢
者
。
子
ど
も

た
ち
は
ど
ん
ど
ん
友
だ
ち
を
誘
っ
て
き
て
み
ん
な
で

食
事
を
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

購入したチェーンソー等を使用して行った作業の様子

助
成
金
額  

15
万
円

神
奈
川
県
川
崎
市

食
事
を
提
供
し
、
み
ん
な
を
応
援

全
世
代
が
笑
顔
に
な
れ
る
子
ど
も
食
堂

は
っ
ぴ
ぃ
ま
ま
子
ど
も
食
堂

はっぴぃまま子ども食堂では大きい子も小さい子も
一緒に遊ぶ
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て
大
騒
ぎ
。
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
お
母
さ
ん
も
「
唯
一
休
憩
で
き

る
日
で
す
」
と
い
う
は
っ
ぴ
ぃ
ま
ま
子
ど
も
食
堂
。
宿
題
を
終
わ
ら

せ
、
大
き
い
子
が
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
る
様
子
も
普
通
に
見
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

「
①
食
事
作
り
②
宿
題
が
や
っ
て
あ
る
。
こ
れ
が
何
よ
り
も
お
母
さ

ん
た
ち
が
喜
ぶ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
「
お
年
寄
り
は
子
ど
も
の
声

が
聞
け
る
の
を
喜
ぶ
方
が
多
い
で
す
。
子
ど
も
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
折
り
紙
を
教
わ
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
が
大

好
き
で
す
。
も
う
少
し
余
裕
が
出
て
き
た
ら
人
形
劇
団
を
呼
ん
だ
り

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
寄
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
ふ
ぁ
み
り
ー
す
ま
い
る
。
依
存
症
の
人
に
よ
る
暴
言
・
暴
力
で

本
基
金
の
助
成
金
は
、
水
回
り
修
理
や
畳
の
入
れ
替
え
費
用
、
布
団

セ
ッ
ト
や
中
古
ベ
ッ
ド
の
購
入
等
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
改
修
を
終
え
た
居
場
所
で
は
、
警
察
か
ら
避
難
す
る
よ
う
に
助
言

さ
れ
た
な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
家
族
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

話
を
聞
き
な
が
ら
助
言
を
行
い
、
依
存
症
の
本
人
と
も
冷
静
に
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
専
門
病
院
に
つ
な
げ
た
例
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
助
成
を
き
っ
か
け
に
奈
良
市
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
も
利
用
希
望
者
の
連
絡
を
も
ら
っ
た
ほ
か
、
京
都
府
木

津
川
市
の
活
動
者
と
も
つ
な
が
り
が
で
き
、
木
津
川
市
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
加
茂
支
所
と
共
催
で
「
依
存
症
相
談
窓
口
」
開
設
に

家
族
が
つ
ら
い
思
い
を
し
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
、
ど
れ
ほ
ど
悪
影
響
を

受
け
る
か
を
知
る
ス
タ
ッ
フ
が
、

家
族
が
一
時
的
に
し
の
げ
る
居

場
所
を
提
供
し
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
居
場
所
と
な
る
家
の
提
供
を

受
け
た
も
の
の
、
築
年
数
が
経

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
改
修
が
必

要
な
状
態
で
し
た
。
こ
の
た
め

助
成
金
額  

15
万
円

奈
良
県
奈
良
市

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人
と
そ
の
家
族
に

居
場
所
か
ら
支
援
の
手
を

ふ
ぁ
み
り
ー
す
ま
い
る

中古ベッド等がそろった居場所
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地
域
助
け
合
い
基
金
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
助
け
合
い
活
動
の
ス
タ
ー
ト
・
継
続
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
寄
付
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
長
・
内
田
）

（
2
月
15
日
　
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
示
時
点
）

◎
寄
付
受
付
額

2
2
0
件　

１
億
７
３
５
３
万
７
８
３
６
円

こ
の
う
ち
当
財
団
よ
り
１
億
4
１
６
２
万
１
０
０
０
円
を
供
出

◎
助
成
実
行
額

１
０
７
４
件　

１
億
６
６
９
０
万
９
０
６
４
円

＜地域助け合い基金担当＞
電話：（03）5470-7751　FAX：（03）5470-7755
メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

基金に関するご意見・お問合せ

●基金に関する情報、
　およびクレジット
　カード決済は、
　左のコードもご利
　用ください

財団ホームページ内
基金関連ページ

クレジットカード
決済ページ

　当財団ホームページでは毎日、寄付と助成金額を開示しており、
助成可能な金額もご覧いただけます。寄付や助成をお考えの方は参
考にしてください。

　
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
全
国
各
地
の
助
け
合
い
を
助
成
し

て
い
る
「
地
域
助
け
合
い
基
金
」。

　
2
月
15
日
ま
で
の
状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

至
っ
た
そ
う
で
す
。

　
報
告
で
は
、
「
周
囲
の
理
解
が
な
い
と
依
存
症
者
と
そ
の
家
族
は

孤
立
し
、
治
療
へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
ま
す
」
「
地
域
の
支
援
者
に
依

存
症
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
困
っ
て
い

る
依
存
症
者
や
家
族
を
見
つ
け
て
私
た
ち
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

「地域助け合い基金」
状況のご報告
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私
の
、
老
い
の
暮
ら
し福

祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

村
田  

幸
子

連載  最終回

　

終
の
棲
み
家
を
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と

決
め
施
設
で
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
、
あ

と
数
カ
月
で
丸
2
年
に
な
り
ま
す
。
80
代
で

未
知
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
当
初
は
不
安
や

戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
で
決
め
た
こ
と
。

全
て
を
受
け
入
れ
身
の
丈
に
合
っ
た
老
い
の
暮
ら
し

を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

 

「
高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
す
な
ん
て
、
ナ
ン
カ
変
じ
ゃ

な
い
？
」
と
言
っ
た
後
輩
が
い
ま
す
。
入
居
前
、
私

も
そ
う
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
ホ
ー
ム

は
60
代
後
半
か
ら
70
代
、
80
代
、
90
代
と
、
ま
さ
に

高
齢
者
軍
団
。
若
い
の
は
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
す
。
し

か
し
入
居
者
の
多
く
が
施
設
以
外
の
そ
れ
ま
で
の
人

間
関
係
を
保
っ
て
お
り
、
勉
強
や
趣
味
で
出
か
け
て

い
ま
す
。
社
会
の
出
来
事
に
も
実
に
敏
感
。
レ
ス
ト

ラ
ン
や
お
風
呂
で
そ
う
し
た
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て

は
「
話
が
す
ぐ
通
じ
る
か
ら
ラ
ク
ね
え
」
と
笑
い
こ

ろ
げ
る
の
も
、
同
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
か
ら
こ
そ

の
安
心
感
で
す
。

　

困
っ
た
こ
と
や
迷
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
少
し
声

を
上
げ
れ
ば
必
要
な
情
報
が
あ
っ
と
い
う
間
に
届
き

ま
す
。
自
分
と
は
異
な
る
世
界
に
身
を
置
い
て
き
た

人
た
ち
の
経
験
や
知
識
は
、
困
り
事
解
決
の
大
き
な

力
に
な
り
、
「
お
醤
油
、
貸
し
て
」
と
電
話
す
れ
ば
、

す
ぐ
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
助
け
た
り
、
助
け
ら

れ
た
り
。
ま
さ
に
施
設
と
い
う
小
さ
な
地
域
社
会
。

お
互
い
さ
ま
の
精
神
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
だ
け
の
暮
ら
し
に
身
を
置
い
て
い

る
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

生
活
必
需
品
が
古
く
な
っ
た
り
壊
れ
か
け
た
り
、
ま
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（むらた  さちこ）　立教大学英米文学科卒業後、ＮＨＫにアナウンサーとして入局。
報道番組のリポーターや社会性のある硬派の番組を中心に担当。1990年、解説委員に就
任。ＮＨＫスペシャル「あなたが寝たきりになった時」、ＮＨＫモーニングワイド「高
齢化社会」のキャスター他、多くの番組を担当。2004年、解説委員を退任後も高齢者
問題の第一人者として活躍中。

し
を
始
め
た
人
よ
。
施
設
が
ど
ん
な
所
か
、
そ
こ
で

の
暮
ら
し
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
き
ち
ん
と

書
き
残
し
て
お
き
な
さ
い
。
そ
れ
が
貴
女
の
責
務
で

す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
世
間
が
考
え
る

施
設
の
暮
ら
し
と
、
私
が
実
感
す
る
そ
れ
と
は
あ
ま

り
に
違
い
す
ぎ
ま
す
。
先
日
も
遊
び
に
来
た
友
人
が

「
施
設
に
入
っ
た
っ
て
聞
く
と
、
何
だ
か
も
う
遠
い

人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
気
軽
に
来
ら
れ
な
か

っ
た
の
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
多
様
な
施
設
の
暮
ら

し
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
＝
要
介
護
と
い

う
社
会
通
念
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
な
現
状
を
考
え

る
と
、
そ
の
実
態
を
も
っ
と
発
信
し
情
報
提
供
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
樋
口
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
へ

向
け
る
目
を
失
う
こ
と
な
く
、
私
自
身
の
老
い
の
暮

ら
し
に
磨
き
を
か
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
で
私
の
担
当
は
、
お
終
い
。

　

長
い
こ
と
読
ん
で
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
（
完
）

た
衣
類
に
ほ
つ
れ
や
汚
れ
が
あ
っ
て
も
「
ま
あ
、
い

い
わ
。
ど
う
せ
こ
の
先
そ
ん
な
に
長
く
生
き
る
わ
け

で
は
な
い
の
だ
か
ら
」
と
、
冗
談
と
は
い
え
投
げ
や

り
的
に
言
う
人
が
か
な
り
い
ま
す
。
今
後
の
人
生
が

ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
最
後
ま
で
身
の
回
り
を
整
え
、

そ
の
場
し
の
ぎ
の
日
々
に
な
ら
な
い
よ
う
心
し
な
け

れ
ば
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
然
な
が
ら
、
人
の
病
や
死
に
触
れ
る
こ
と

が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
元
気
だ
っ
た
人
が
次
第
に

生
命
力
を
な
く
し
て
い
く
。
病
院
通
い
が
増
え
て
い

く
。
姿
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
な
と
思
っ
て
い
た
ら

「
亡
く
な
っ
た
の
よ
」
と
い
う
こ
と
を
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
決
し
て
希
有
な
こ
と
で
は
な
く
、

日
常
の
一
コ
マ
と
し
て
あ
る
の
だ
な
と
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
一
層
、
一
日
一
日
の
大
事
さ
を
実

感
す
る
の
で
す
。

　

私
が
施
設
に
入
居
し
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
評

論
家
の
樋
口
恵
子
さ
ん
か
ら
「
貴
女
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
身
を
置
い
て
来
た
人
で
最
初
に
施
設
の
暮
ら
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地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
に
は
、
男
女
で
違
い
が
あ
る
。

　

何
よ
り
も
体
力
の
差
が
、
被
害
の
大
き
さ
に
関
係
し
て

い
る
。
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
倒
れ
て
き
た
家
具
の

下
敷
き
に
な
っ
た
際
、
男
性
に
比
べ
て
体
力
の
劣
る
女
性

は
自
力
で
脱
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

能
登
半
島
地
震
で
も
、
目
の
前
で
冷
た
く
な
っ
て
い
く

妻
や
娘
を
前
に
し
て
、
何
も
で
き
な
い
こ
と
の
悔
し
さ
を

語
る
男
性
の
姿
に
は
胸
を
打
た
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
逃
げ
遅
れ
た
の
は
、
圧

倒
的
に
足
の
遅
い
高
齢
者
だ
が
、
な
か
で
も
高
齢
女
性
が

多
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
に
女
性
が
圧

倒
的
に
多
い
と
い
う
事
実
の
反
映
で
も
あ
る
。

　

震
災
後
の
避
難
所
生
活
に
お
い
て
も
、
女
性
は
男
性
と

は
異
な
る
問
題
に
直
面
す
る
。
避
難
所
の
運
営
は
、
自
治

会
長
や
区
長
な
ど
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
任
さ
れ
る
の

が
普
通
だ
が
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
多
く
は
高
齢
の
男
性

だ
。
そ
の
結
果
、
女
性
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
こ
と
が
珍
し

く
は
な
い
。

　

多
く
の
人
が
雑
魚
寝
状
態
の
公
民
館
や
体
育
館
で
は
、

他
人
の
目
を
気
に
し
な
が
ら
着
替
え
を
し
な
く
て
は
な
ら

お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授　

袖
井  

孝
子

（
そ
で
い
　
た
か
こ
）

お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教

授
、
東
京
家
政
学
院
大
学
客

員
教
授
、
一
般
社
団
法
人
シ

ニ
ア
社
会
学
会
会
長
、
一
般

社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

会
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性

の
会
副
理
事
長
。
専
門
は
老
年
学
、
家
族
社
会
学
、

女
性
学
。
主
な
著
書
に
『
変
わ
る
家
族　

変
わ

ら
な
い
絆
』
『
高
齢
者
は
社
会
的
弱
者
な
の
か
』

（
以
上
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
女
の
活
路　

男
の

末
路
』（
中
央
法
規
出
版
）、
な
ど
多
数
。

人生
100年時代を
生き抜く知恵

ジェンダーの
視点から

19

災
害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
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助
け
合
っ
て
生
活
の
再
建
に
励
む
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る

一
方
、
ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め
、
酒
に
お
ぼ
れ
て
妻
に
暴

力
を
振
る
う
夫
も
み
ら
れ
た
。　

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
1
9
9
5
年
頃
に
は
、
モ
ー
レ

ツ
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
の

生
活
の
目
途
も
た
っ
て
い
な
い
の
に
、
早
々
に
会
社
に
出

か
け
て
し
ま
う
夫
に
不
信
の
念
を
抱
き
離
婚
に
至
っ
た
と

い
う
、
「
震
災
離
婚
」
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

災
害
時
に
お
い
て
女
性
は
支
援
の
対
象
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
支
援
者
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
医
療

チ
ー
ム
に
は
女
性
の
医
師
や
看
護
師
が
加
わ
っ
て
い
る
し
、

心
の
ケ
ア
を
行
う
う
え
で
、
女
性
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
臨

床
心
理
士
が
活
躍
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
地
域
の
防
災

計
画
の
策
定
に
女
性
が
参
画
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
問
題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
災
害

時
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
に
も
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
年
、
増
加
し
て
い
る
大
規

模
な
自
然
災
害
は
、
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を

あ
ぶ
り
だ
す
契
機
で
も
あ
る
。

な
い
。
な
か
に
は
、
セ
ク
ハ
ラ
に
近
い
行
為
も
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
東
日
本
大
震
災

以
後
は
、
避
難
所
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る

た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
段
ボ
ー
ル
の
衝
立
で

区
切
っ
た
り
、
家
族
ご
と
に
暮
ら
せ
る
テ
ン
ト
を
設
置
す

る
と
い
っ
た
試
み
も
み
ら
れ
る
。

　

避
難
所
で
は
、
女
性
の
下
着
が
盗
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
も
た
め
ら
わ
れ
る
。
能
登
半

島
地
震
の
後
で
は
、
ま
と
め
て
洗
濯
を
引
き
受
け
る
洗
濯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
場
し
た
。

　

震
災
直
後
の
救
援
物
資
は
、
水
、
食
料
、
衣
類
な
ど
に

集
中
す
る
た
め
、
生
理
用
品
や
化
粧
品
が
届
け
ら
れ
る
ま

で
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。

　

私
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
1
年
後
く
ら
い
に
神
戸

市
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
1
月
と
い
う
寒
い
時
期
の

避
難
所
生
活
で
は
、
肌
荒
れ
や
ひ
び
割
れ
に
悩
ま
さ
れ
た

と
い
う
女
性
の
話
を
耳
に
し
た
。

　

震
災
は
家
族
の
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
お
互
い
に
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電話：（03）5470 -7751　ＦＡＸ：（03）5470 -7755
メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

皆様からのご寄付をお待ちしています

<お問合せ>
地域助け合い基金担当

「地域助け合い基金」は、地域共生社会実現のため、地域における住民

主体の助け合い活動を支援する基金です。日本国内の活動が対象で、高

齢者、子ども、障がい者、生活困窮者、外国人ほか、分野は問いません。

また、支援したい自治体をご指定いただくことができ、能登半島地震の

復興支援としてもご寄付いただけます（関連→表紙裏）。
　皆様のご寄付をどうぞよろしくお願い申し上げます。

＜ご寄付の方法＞
（1）銀行振込・郵便振替によるご寄付

※お振り込み先は、裏表紙をご覧ください。
※銀行お振り込みの場合は、送金者の情報がカタカナ表記のお名前のみ
となるため、当財団発行の領収書が必要な場合や地域の指定をご希望
の場合は、お手数ですが「寄付申込書」を当財団宛お送りください。
当財団へのお電話でも承ります。
※ゆうちょ銀行（郵便局）の場合は、通信欄に、ご指定がある場合の自
治体名と、ひと言応援コメントなどをご記入ください。また、払込手
数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただ
ければ郵送いたします。

（2）クレジットカードによるご寄付
当財団ホームページよりお申し込みください（関連→19ページ）。

＜税制上の優遇措置＞
　当財団にいただいたご寄付は、税制上の優遇措置の対象となります（当財団
発行の領収証が必要となります）。

「地域助け合い基金」で
    地域共生社会をつくりましょう

助成応募については、当財団ホームページをご参照ください。
「寄付申込書」「パンフレット」なども、ホームページからダウンロードできます。
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電話：（03）5470 -7751　ＦＡＸ：（03）5470 -7755
メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

皆様からのご寄付をお待ちしています

<お問合せ>
地域助け合い基金担当

「地域助け合い基金」は、地域共生社会実現のため、地域における住民

主体の助け合い活動を支援する基金です。日本国内の活動が対象で、高

齢者、子ども、障がい者、生活困窮者、外国人ほか、分野は問いません。

また、支援したい自治体をご指定いただくことができ、能登半島地震の

復興支援としてもご寄付いただけます（関連→表紙裏）。
　皆様のご寄付をどうぞよろしくお願い申し上げます。

＜ご寄付の方法＞
（1）銀行振込・郵便振替によるご寄付

※お振り込み先は、裏表紙をご覧ください。
※銀行お振り込みの場合は、送金者の情報がカタカナ表記のお名前のみ
となるため、当財団発行の領収書が必要な場合や地域の指定をご希望
の場合は、お手数ですが「寄付申込書」を当財団宛お送りください。
当財団へのお電話でも承ります。
※ゆうちょ銀行（郵便局）の場合は、通信欄に、ご指定がある場合の自
治体名と、ひと言応援コメントなどをご記入ください。また、払込手
数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただ
ければ郵送いたします。

（2）クレジットカードによるご寄付
当財団ホームページよりお申し込みください（関連→19ページ）。

＜税制上の優遇措置＞
　当財団にいただいたご寄付は、税制上の優遇措置の対象となります（当財団
発行の領収証が必要となります）。

「地域助け合い基金」で
    地域共生社会をつくりましょう

助成応募については、当財団ホームページをご参照ください。
「寄付申込書」「パンフレット」なども、ホームページからダウンロードできます。

2024.325

新しい
ふれあい社会づくりに

向けて

　さわやか福祉財団は、子どもから高齢者まですべての人が、
それぞれの尊厳を尊重しながら、いきがいをもって、

ふれあい、助け合い、共生する地域社会づくりを一貫して進めています。
さらに、全国自治体が地域支援事業で取り組んでいる

住民主体の助け合いの地域づくりも強力に支援しています。
　どうぞ、皆様の地域の情報もお寄せください。

助け合いいきがいふれあい

● ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介

活動日記（抄）
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サ
ン
ト
リ
ー
フ
ー
ズ
株
式
会
社

株
式
会
社
島
津
製
作
所

株
式
会
社
ニ
フ
コ

社
会
福
祉
法
人
隣
の
会

島
根
県

三
宅  

実

広
島
県

吉
原  

寛

福
岡
県

原
口  

正
夫

宮
崎
県

青
木  

淳
一

青
木  

智
美

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
本
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
財
政
的
・
精
神
的
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
の
皆
様
で
す
。

会
費
は
寄
付
金
の
一
種
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
規
ご
入
会
の
会
員
の
方
、
会
員
を
ご
継
続
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
毎
号
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
2
0
2
4
年
1
月
1
日
〜
1
月
31
日
財
団
受
付
分
）
※
な
お
、
自
動
振
替
の
場
合
等
、
処
理
日
と
財
団
受
付
日
に
ず
れ
が
出
て
掲
載
時
期
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

吉
原  

初
江

神
奈
川
県

有
賀  

満
雄

川
原
田  

武

小
山  

俊
司

中
野  
曹
一

圓
山  
賢
吾

石
川
県

安
嶋  

是
晴

岐
阜
県

河
合  

峯

静
岡
県

下
郷  

宰

原  

章
愛
知
県

森  

貞
述

京
都
府

小
田  

和
夫

小
田  

幸
子

橋
本  

敏
子

兵
庫
県

大
森  
み
の
り

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
個
人
（
53
件
）

（
都
道
府
県
別
50
音
順
）

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
法
人
（
4
件
）（

50
音
順
）

中
野  

曹
一
（
2
千
円
）

宮
島  

都
子
（
3
万
円
）

匿
名
希
望
（
1
万
8
3
6
0
円
）

一
般
ご
寄
付
（
3
件
）

（
50
音
順
）

北
海
道

沢
田  

壮
兵

岩
手
県

島
川  

敏
文

宮
城
県

鈴
木  

進

藤
田  

佐
和
子

渡
辺  

典
子

山
形
県

髙
橋  

寛
人

茨
城
県

池
ノ
上  

和
夫

群
馬
県

角
田  

修
一

埼
玉
県

新
井  

章
子

宮
本  

陶
子

千
葉
県

阿
部  

美
佐
子

菊
地  

多
鶴
恵

小
林  

雅
彦

笹
嶋  

貢

重
田  

百
合
子

鈴
木  

章
雄

丹
澤  

明
子

滑
川  

里
美

松
原  

尚
明

東
京
都

佐
生  

綾
子

下
畑  

穣
治

杉
野  

隆
宣

鈴
木  

宏
量

鈴
木  

広
幸

添
田  

繁
實

玉
木  

康
平

鳥
飼  

重
和

中
井  

郁
子

肥
口  

ふ
み
枝

松
下  

明
夫

柳  

久
美
子

山
谷  

恵
美
子

吉
田  

信
正
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2024.327

　

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
で
は
１
９
９
７
年
以

来
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連
合
）
よ

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
個
々
の
助
成
先

名
称
と
所
在
地
は
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。

　

連
合
組
合
員
の
皆
様
か
ら
は
、
四
半
世
紀

を
超
え
る
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
ご
支

援
い
た
だ
い
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
助
け
合
い
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
応
募
団
体
の
皆
様
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
内
田　

信
幸
）

り
組
合
員
の
皆
様
の
カ
ン
パ
（
連
合
・
愛
の

カ
ン
パ
）
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
地
域
の
ふ

れ
あ
い
・
助
け
合
い
活
動
の
団
体
立
ち
上
げ
、

新
規
事
業
立
ち
上
げ
を
初
期
運
営
資
金
面
か

ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
昨
年
10
月
10
日
か
ら
11
月
末
ま

で
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
告
知
の
ほ

か
、
全
国
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
地
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
募

集
を
行
い
、
33
都
道
府
県
86
団
体
か
ら
ご
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
居
場
所
づ
く

り
、
子
ど
も
や
障
が
い
者
へ
の
支
援
と
い
っ

た
活
動
を
行
お
う
と
す
る
団
体
か
ら
の
応
募

が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
移
動
支
援
、
防

災
活
動
、
外
国
人
支
援
等
の
活
動
を
立
ち
上

げ
た
団
体
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
全
国
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
推
薦
を
受
け
た
団
体
の
応
募
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

協
議
の
結
果
、
今
年
度
は
18
団
体
に
対
し

て
総
額
２
６
５
万
円
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

さわやか福祉財団「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」

助
成
先
が
決
定
し
ま
し
た

立
ち
上
げ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
度
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2023（令和5）年度
「連合・愛のカンパ」助成18団体

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ヴ
ニ
ー
ル 

（
山
形
県
山
形
市
）

● 

こ
ど
も
ア
ー
ト
で
ツ
ナ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
（
東
京
都
台
東
区
）

● 
子
ど
も
居
場
所　
若
者
カ
フ
ェ
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
」（
東
京
都
西
東
京
市
）

● 
こ
よ
み
（
東
京
都
渋
谷
区
）

● 

な
じ
ら
ね
（
新
潟
県
柏
崎
市
）

● 

子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
岐
阜
県
養
老
町
）

● 

一
般
社
団
法
人
こ
ど
も
食
堂
ナ
ナ
カ
フ
ェ
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

● 

幸
田
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る
会
（
愛
知
県
幸
田
町
）

● 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
嬉
野
（
三
重
県
松
阪
市
）

● 

は
ぴ
ね
す
ま
い
る
（
大
阪
府
大
阪
市
）

● 

一
般
社
団
法
人
こ
た
つ
む
り
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

● 

甲
南
げ
ん
き
村
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

● 

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
（
広
島
県
尾
道
市
）

● 

ｉ
ｔ
ｏ
（
愛
媛
県
砥
部
町
）

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
T
e
t
o
C
o
m
p
a
n
y
（
大
分
県
竹
田
市
）

● 

任
意
団
体
地
域
カ
フ
ェ
ラ
イ
フ
ア
ッ
プ
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

● 

大
名
第
二
団
地
『
地
域
の
足
』
移
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

応募 助成

■都道府県別応募と助成状況  ●応募：33都道府県 86団体　●助成：12都府県 18団体

都道府県名
北海道
秋田県
宮城県
山形県
茨城県
栃木県
群馬県

3
1
2
1
3
1
2

　

1

　
　

応募 助成都道府県名
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
石川県
山梨県

3
1
9
3
2
1
1

3

1

　

応募 助成都道府県名
静岡県
岐阜県
愛知県
三重県
京都府
大阪府
奈良県

1
4
4
3
4
7
2

2
2
1

1

応募 助成都道府県名
兵庫県
和歌山県
広島県
山口県
香川県
高知県
愛媛県

6
4
2
1
1
1
2

　2

1

1

応募 助成都道府県名
福岡県
大分県
宮崎県
熊本県
沖縄県
合　計

3
1
2
2
3
86

1

2
18
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2
回
の
Ｓ
Ｃ
情
報
交
換
会

「
少
し
発
想
を
変
え
る
こ
と
で

自
分
の
町
で
も
実
施
可
能
な
こ

と
も
あ
る
と
感
じ
た
」
「
基
本

的
な
こ
と
に
立
ち
返
っ
て
、
み

ん
な
で
確
認
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
た
」
「
も
う
少
し
工

夫
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え

て
み
た
い
」
「
話
し
合
い
の
場

を
充
実
さ
せ
た
い
と
感
じ
た
」

「
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と
見
極
め

て
、
必
要
な
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
」

　

こ
れ
ら
は
、
1
月
22
日
・
若

狭
町
（
嶺
南
地
区
）
、
23
日

福
井
市
（
嶺
北
地
区
）
で
開
催

さ
れ
た
福
井
県
の
「
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
情
報
交
換

会
」
の
参
加
者
か
ら
の
声
だ
。

情
報
交
換
会
は
Ｓ
Ｃ
同
士
の
意

見
交
換
と
交
流
に
よ
っ
て
活
動

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

嶺
南
・
嶺
北
の
2
地
区
に
分
け

て
実
施
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
現
況
と

次
年
度
事
業
（
案
）
の
説
明

（
福
井
県
）
、
②
各
市
町
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
開
（
意
見

交
換
）
、
③
活
動
創
出
の
具
体

的
プ
ロ
セ
ス
（
当
財
団
）
、
④

活
動
創
出
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
で
構
成
さ
れ
る
半

日
（
計
3
時
間
）
の
も
の
だ
。

今
回
は
現
場
の
リ
ア
ル
な
実
態

を
伝
え
る
た
め
、
岡
山
県
倉
敷

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
松
岡
武

司
氏
（
元
第
1
層
Ｓ
Ｃ
）
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
協
力
し
た
。

　

意
見
交
換
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
発
表
さ
れ
た
内
容
に

加
え
て
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
も
活
用
し
た
。
今
回
は
関
心

が
高
か
っ
た
「
協
議
体
を
設
置

し
た
が
停
滞
し
て
い
る
」
「
や

ら
さ
れ
感
を
ど
う
払
拭
す
る
か
」

「
担
い
手
を
呼
び
か
け
て
も
集

ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
項
目
を

取
り
上
げ
、
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
地
区
の
報
告

や
、
取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
情
報
を
出
し
合
っ
た
。

活
動
に
つ
な
が
る
3
つ
の
研
修

　

同
県
で
は
ほ
か
に
、
昨
年
7

月
に
は
新
任
の
Ｓ
Ｃ
等
を
対
象

に
助
け
合
い
の
意
義
や
取
り
組

み
方
法
等
の
基
本
を
学
ぶ
Ｓ
Ｃ

2024.329

　
地
域
支
援
事
業
の
活
動
報
告
は
、
こ
の
ほ
か
に
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
＝
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

column

３
つ
の
研
修
を
つ
な
い
で

体
制
整
備
か
ら
住
民
主
体
の
活
動
創
出
へ

～
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
～

福
井
県

担
当　

共
生
社
会
推
進
リ
ー
ダ
ー
・
髙
橋　

望

3月号-ご支援+活動報告+みんな-2.indd   43月号-ご支援+活動報告+みんな-2.indd   4 2024/03/05   9:452024/03/05   9:45



2024.3 30

備
会
へ
の
講
師
派
遣
も
行
わ
れ

て
い
る
。

　

勉
強
会
は
1
回
で
は
な
か
な

か
成
果
が
出
な
い
た
め
、
4
回

ま
で
活
用
可
能
と
し
て
い
る
の

が
特
徴
だ
。
ま
た
、
昨
今
急
速

に
需
要
が
顕
在
化
し
て
い
る
移

動
支
援
に
対
応
す
る
た
め
「
高

齢
者
の
外
出
付
添
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
実
施
、
取
り
組
み
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
立
ち
上
げ
ま
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
来

年
度
も
継
続
し
て
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
へ

　

住
民
に
働
き
か
け
る
各
市
町

の
Ｓ
Ｃ
や
担
当
職
員
、
関
係
者

の
奮
闘
ぶ
り
は
と
て
も
頼
も
し

い
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
熱
い
想

い
を
持
っ
て
支
え
る
県
の
各
種

初
任
者
研
修
（
全
日

5
時
間
）
を
開
催
し

た
。
こ
こ
で
は
、
経

験
年
数
は
あ
る
が
再

確
認
し
た
い
Ｓ
Ｃ
や
、

別
分
野
か
ら
の
異
動

と
な
っ
た
自
治
体
職

員
等
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　

さ
ら
に
11
月
に
は

Ｓ
Ｃ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
場
と
し
て
、
よ

り
実
践
的
な
手
法
を

学
ぶ
Ｓ
Ｃ
全
体
研
修

会
（
全
日
5
時
間
）

を
開
催
。
同
県
大
野

市
第
2
層
Ｓ
Ｃ
・
北

澤
咲
子
氏
か
ら
の
事

例
報
告
も
あ
り
、
先

進
事
例
だ
け
で
な
く
、

身
近
な
地
区
で
の
取

り
組
み
や
県
内
生
活

者
の
反
応
を
聞
く
機
会
に
も
な

っ
た
。
中
心
と
な
る
テ
ー
マ
は
、

こ
れ
ま
で
は
「
住
民
中
心
の
協

議
体
の
編
成
」
だ
っ
た
が
、
第

2
層
協
議
体
設
置
が
進
ん
で
き

た
こ
と
か
ら
「
住
民
主
体
の
活

動
の
創
出
」
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
地
区
の
進
捗
状
況

や
経
験
年
数
に
よ
る
理
解
度
の

差
に
対
応
し
た
「
切
れ
目
の
な

い
支
援
」
を
行
う
こ
と
で
地
域

支
援
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

県
の
伴
走
支
援
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ら
の
研
修
は
「
地
域
支

え
合
い
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
ほ
か
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
相
談
対
応
や
関
係
者
勉
強

会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
協
議
体
準

研
修
や
伴
走
支
援
事
業
は
、
各

地
域
で
の
共
生
社
会
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
大
き
な
推
進

力
と
な
っ
て
い
る
。

福井県ＳＣ情報交換会の様子（嶺北地区）
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今
年
度
、
神
奈
川
県
か
ら
の

研
修
生
と
し
て
山
梨
県
担
当
と

な
り
、
県
内
の
い
く
つ
か
の
市

町
村
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な

ど
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
山
梨
県
は
協
議
体
活
動

が
活
発
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の

多
様
さ
、
熱
心
さ
に
感
服
す
る

と
同
時
に
、
い
く
つ
か
の
自
治

体
を
ま
わ
っ
た
こ
と
で
協
議
体

が
さ
ら
に
地
域
づ
く
り
の
核
に

な
っ
て
い
く
た
め
の
“
大
事
な

こ
と
”
が
見
え
て
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。

研
修
や
伴
走
支
援
事
業
は
、
各

地
域
で
の
共
生
社
会
実
現
に
向

練
や
河
川
清
掃
、
リ
ハ
ビ
リ
教

室
と
い
っ
た
地
域
と
の
関
わ
り

を
通
じ
て
協
議
体
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
、
協
議
体
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
例
も
発
表
さ
れ

て
い
た
。
今
で
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
に
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
な
ど
で
役
割
を
担
っ
て
も
ら

う
な
ど
、
地
域
と
の
接
点
が
増

え
て
い
る
。
「
リ
ハ
ビ
リ
は
面

倒
で
も
、
地
域
の
た
め
な
ら
や

る
」
と
い
う
利
用
者
も
い
る
そ

う
で
、
協
議
体
が
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
住
民
を
さ
ら
に
取
り

込
ん
で
い
く
大
き
な
輪
に
な
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
意
志
あ
る

協
議
体
メ
ン
バ
ー
は
、
ま
ず
、

助
け
を
必
要
と
す
る
人
の
具
体

的
な
ニ
ー
ズ
を
知
り
、
そ
の
人

の
た
め
に
ど
う
連
携
し
て
支
援

が
で
き
る
か
、
特
技
や
地
域
に

信
頼
さ
れ
て
い
る
協
議
体
メ
ン

バ
ー
が
話
し
合
っ
て
い
く
と
新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
ワ

ク
ワ
ク
で
き
る
仕
組
み
や
活
動

が
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ

た
。

　

充
て
職
で
組
織
し
、
具
体
的

な
や
る
べ
き
こ
と
や
何
の
た
め

に
取
り
組
む
の
か
が
見
え
ず
、

活
動
が
停
滞
し
て
し
ま
い
が
ち

な
協
議
体
も
あ
る
よ
う
だ
。
ま

た
、
協
議
体
の
活
動
は
地
域
性

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
こ
れ
を
や
れ
ば
う
ま
く
い
く
」

と
い
う
よ
う
な
明
確
な
答
え
は

な
い
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
が
地

域
の
誰
か
を
思
い
、
行
動
す
る

こ
と
で
経
験
が
積
み
重
な
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｃ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
山
梨
県
の
研
修
や
情

　

昨
年
5
月
、
同
県
南
ア
ル
プ

ス
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

し
た
社
協
職
員
向
け
勉
強
会
の

事
例
発
表
。
地
域
で
サ
ロ
ン
を

開
催
し
て
い
る
住
民
が
認
知
症

で
困
っ
て
い
る
人
の
存
在
に
気

づ
き
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
し
て
支
援
に
つ
な
げ
、

そ
の
後
は
サ
ロ
ン
に
誘
う
な
ど
、

工
夫
し
な
が
ら
そ
の
人
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
る
様

子
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

地
域
密
着
を
掲
げ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
、
防
災
訓

け
た
取
り
組
み
の
大
き
な
推
進

力
と
な
っ
て
い
る
。

column

山
梨
県

担
当　

共
生
社
会
推
進
担
当
・
大
方　

彩
友
美

協
議
体
や
県
の
取
り
組
み
か
ら
学
ん
だ
こ
と
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見
や
課
題
を
基
に
研
修
内
容
を

検
討
し
、
Ｓ
Ｃ
同
士
も
情
報
交

換
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
良

い
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

一
朝
一
夕
で
は
進
ま
な
い
、

正
解
は
あ
っ
て
も
不
正
解
も
な

い
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
は

常
に
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で

に
働
き
か
け
て
い
け
ば
よ
い
の

か
」
「
2
層
の
協
議
体
構
成
員

を
適
切
に
ど
う
選
出
す
れ
ば
よ

い
か
。
2
層
の
圏
域
を
決
め
る

ポ
イ
ン
ト
は
」
と
い
っ
た
、
Ｓ

Ｃ
が
活
動
を
進
め
る
中
で
ぶ
つ

か
る
で
あ
ろ
う
課
題
を
具
体
的

に
提
起
し
て
い
る
。
県
が
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
で
市
町
村

の
取
り
組
み
支
援
か
ら
得
た
知

報
交
換
会
も
、
ど
う
し
た
ら
良

い
活
動
に
つ
な
が
る
気
づ
き
を

得
て
視
野
を
広
げ
て
も
ら
え
る

か
、
毎
度
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
テ
ー
マ
で
は
、
「
住
民
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
助

け
合
い
活
動
を
創
出
す
る
こ
と

で
解
決
す
る
た
め
に
は
、
誰
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う

【
1
月
18
日
】
山
梨
県
主
催

「
令
和
5
年
度　

Ｓ
Ｃ
養
成
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
（
応
用

編
）
」
が
開
催
さ
れ
、
当
財
団

も
協
力
し
た
。
参
加
者
23
名
。

　

本
研
修
会
は
、
今
年
度
に
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
自

治
体
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
そ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

全
県
に
広
め
て
い
く
こ
と
を
狙

い
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
冒
頭
、

県
健
康
長
寿
推
進
課
の
佐
藤
亨

総
括
課
長
補
佐
よ
り
、
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
の
意
義
と
、

人
口
減
少
時
代
に
即
し
た
安
心

で
き
る
暮
ら
し
が
持
続
可
能
な

も
の
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
、
と
話
が
あ
っ
た
。

　

次
に
財
団
・
鶴
山
が
「
住
民

主
体
の
活
動
を
広
げ
て
い
く
た

め
の
仕
掛
け
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
。
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
に
は
何
も
無
駄
は
な
く
、

ぶ
つ
か
っ
た
壁
を
ど
う
乗
り
越

え
て
い
く
か
を
皆
で
話
し
合
い
、

取
り
組
む
こ
と
が
地
域
づ
く
り

で
あ
る
。
ま
た
、
主
役
は
住
民

で
あ
る
と
し
、
高
齢
者
等
住
民

あ
る
。
今
、
目
の
前
で
困
っ
て

い
る
誰
か
に
、
地
域
の
力
で
ど

う
や
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ

る
か
、
具
体
的
に
考
え
、
知
恵

を
出
し
合
い
、
行
動
す
る
。
そ

の
繰
り
返
し
の
地
域
へ
の
働
き

か
け
に
丁
寧
に
取
り
組
む
、
山

梨
県
各
自
治
体
の
住
民
主
体
の

取
り
組
み
に
今
後
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

Ｓ
Ｃ
養
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
（
応
用
編
）
開
催

情
報
共
有
に
よ
る
Ｓ
Ｃ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
図
る

■ 

山
梨
県

各
地
・
各
事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
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が
や
り
た
い
活
動
を
適
切
に
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い

と
話
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
南
ア
ル
プ

ス
市
第
1
層
Ｓ
Ｃ
斉
藤
節
子
氏

が
「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
経
緯
」
を
発
表
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
諦
め
ず
に
活
動
を
続

け
た
こ
と
、
仕
掛
け
る
側
の
本

気
度
が
伝
わ
れ
ば
住
民
か
ら
住

民
に
熱
が
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
、

本
気
度
が
伝
わ
る
場
を
何
度
も

設
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い

た
。
同
市
第
2
層
Ｓ
Ｃ
小
林
陽

一
氏
は
「
協
議
体
に
関
わ
る
メ

リ
ッ
ト
」
を
発
表
。
協
議
体
は
、

地
域
課
題
の
1
次
的
受
け
皿
と

し
て
の
機
能
や
、
課
題
が
活
動

に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
住
民
の

意
識
が
変
わ
っ
て
い
く
き
っ
か

け
に
も
な
る
と
の
こ
と
。
第
1

層
協
議
体
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
で

た
企
画
、
周
知
、
運
営

な
ど
何
も
か
も
手
探
り

だ
っ
た
が
、
住
民
の
反

応
を
感
じ
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
実
感
し
て
い

る
と
話
し
た
。
市
川
三

郷
町
は
、
市
・
市
社
協

有
志
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
協
働
で
開

催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
関
わ
る
人
が
増
え

た
こ
と
で
合
意
を
得
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
何
を
目
指
し
て
い

る
の
か
明
確
に
で
き
て

よ
か
っ
た
と
話
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

は
、
昨
年
度
に
職
員
向

け
勉
強
会
を
2
回
実
施

し
、
有
志
30
人
以
上
が

住
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に

あ
る
金
丸
清
人
氏
は
、
こ
れ
ま

で
の
約
10
年
間
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
協
議
体
へ
の
参
加
が

人
と
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と

を
伝
え
て
い
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
「
支
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
、

同
県
内
の
北
杜
市
、
韮
崎
市
、

市
川
三
郷
町
の
3
自
治
体
の
担

当
者
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
開

催
概
要
に
つ
い
て
発
表
。
鶴
山

の
進
行
で
、
会
場
と
の
質
疑
応

答
形
式
で
周
知
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

後
の
勉
強
会
な
ど
仕
掛
け
の
方

法
や
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

　

苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
韮
崎

市
は
、
来
場
者
数
が
当
日
ま
で

分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
住

民
を
交
え
た
週
1
回
の
寸
劇
練

習
を
挙
げ
た
。
北
杜
市
は
、
苦

労
で
は
な
い
が
、
開
催
に
向
け

山梨県ＳＣ養成・スキルアップ研修会の様子
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【
1
月
16
日
】
高
崎
市
第
1
層

Ｓ
Ｃ
の
居
場
所
視
察
に
同
行
し

た
。

　

片
岡
地
区
「
居
場
所
あ
か
り
」

は
協
議
体
の
話
し
合
い
の
中
か

ら
、
空
き
事
務
所
を
活
用
し
て

「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
と

始
ま
っ
た
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
居
場
所
。
元
民
生
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

元
保
育
士
な
ど
、
協
議
体
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
ス
タ
ッ
フ
含
め
11
人

が
参
加
し
て
い
た
。
「
人
数
は

少
な
く
て
も
、
小
さ
な
活
動
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
。
大
き
な

道
を
渡
る
の
が
大
変
だ
っ
た
り
、

遠
い
か
ら
行
け
な
か
っ
た
り
と
、

ま
た
、
取
り
組
む
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
。

　

発
表
で
は
、
目
指
す
将
来
像

を
確
認
す
る
、
期
間
を
あ
け
な

い
、
男
女
の
参
加
動
機
の
違
い

を
考
慮
す
る
、
勉
強
会
で
参
加

者
の
思
い
を
放
出
し
て
も
ら
う
、

あ
え
て
準
備
し
す
ぎ
ず
住
民
主

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に

す
る
、
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
鶴
山
か
ら
「
今
日
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー

同
士
、
名
刺
交
換
し
て
今
後
の

関
係
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
。
仕
掛
け
を
続
け
て
い
く
こ

と
の
必
要
性
、
地
域
に
必
ず
い

る
本
気
の
住
民
を
ぜ
ひ
見
つ
け

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。

（
鶴
山  

芳
子
、
大
方  

彩
友
美
）

立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
地

域
課
題
を
検
討
す
る
場
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ

は
2
つ
。

　

①
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
協

力
者
を
増
や
す
た
め
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
。
準
備
を
進

め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
検
討

す
べ
き
事
項
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

こ
れ
に
対
し
、
広
報
・
周
知
、

内
容
、
対
象
者
、
合
併
し
た
と

こ
ろ
は
エ
リ
ア
ご
と
に
分
け
て

開
催
、
住
民
を
い
か
に
巻
き
込

む
か
の
検
討
、
関
係
者
間
で
の

共
通
理
解
の
醸
成
、
関
係
者
間

で
の
目
標
設
定
、
等
の
方
法
を

共
有
し
た
。

　

②
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
後
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
記
名
し
た
3
割
ほ

ど
の
住
民
を
ど
う
生
か
す
か
。

現
存
す
る
居
場
所
に
行
く
こ
と

が
難
し
い
人
で
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

活
動
開
始
か
ら
6
年
の
「
八

起
き
」
（
共
生
型
常
設
型
居
場

所
）
は
、
こ
の
日
17
人
が
参
加

し
て
い
た
。
代
表
者
（
第
1
層

第
2
層
協
議
体
メ
ン
バ
ー
）

は
、
「
地
域
活
動
で
大
切
な
の

は
、
俺
が
俺
が
の
“
が
”
を
捨

て
て
、
お
か
げ
の
“
げ
”
で
生

き
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
や
る
こ
と
。

お
互
い
様
の
精
神
で
楽
し
く
や

る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
い

た
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
体
調

を
考
え
な
が
ら
で
き
る
こ
と
を

し
て
い
る
。
活
動
は
初
め
か
ら

居
場
所
視
察

取
り
組
み
と
活
動
者
の
声
を
情
報
収
集

■ 

高
崎
市
（
群
馬
県
）
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軌
道
に
乗
っ
た
の
で
は
な
く
、

参
加
者
に
合
わ
せ
て
時
間
な
ど

を
変
更
し
て
き
た
。
頼
ら
れ
る

か
ら
や
っ
て
い
る
。
最
初
か
ら

張
り
切
ら
な
い
、
来
て
く
だ
さ

る
方
に
強
制
し
な
い
、
参
加
者

に
深
入
り
し
な
い
。
そ
し
て
何

よ
り
楽
し
く
笑
っ
て
過
ご
せ
る

の
が
良
い
」
と
話
が
あ
っ
た
。

参
加
者
は
男
性
も
多
く
皆
楽
し

そ
う
で
、
輪
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
一
休

さ
ん
」
（
共
生
型
常
設
型
居
場

所

本
誌
2
0
2
0
年
5
月
号

掲
載
）
は
、
こ
の
日
15
人
が
参

加
し
て
い
た
。
こ
の
町
内
で
は
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始

ま
る
前
か
ら
集
会
場
で
サ
ロ
ン

等
を
開
催
し
て
い
た
。
事
業
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
、
町
内
の
住

民
だ
け
で
な
く
高
崎
市
の
誰
も

て
、
①
事
業
評
価
（
次
年
度
に

向
け
て
）
、
②
伴
走
支
援
に
あ

た
っ
て
の
課
題
、
に
つ
い
て
大

坂
純
委
員
長
（
東
北
こ
ど
も
福

祉
専
門
学
院
副
学
院
長
）
の
進

行
で
議
論
し
た
。
伴
走
支
援
3

回
の
う
ち
、
こ
の
時
期
、
各
地

で
2
回
程
度
支
援
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

共
有
し
、
解
決
す
る
た
め
の
議

論
を
行
っ
た
。

　

地
域
づ
く
り
は
1
年
で
大
き

な
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
な

く
、
中
長
期
に
わ
た
る
視
点
が

重
要
で
あ
る
。
国
、
厚
生
局
、

【
1
月
10
日
】
厚
生
労
働
省

「
地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業　

第
2
回
運
営
委
員
会
」
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

　

今
年
度
、
こ
の
事
業
の
伴
走

支
援
は
全
国
48
地
域
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
報
告
は
、
①
伴
走

支
援
中
間
報
告
（
48
市
町
村
の

支
援
に
つ
い
て
資
料
を
共
有
し
、

そ
の
う
ち
い
く
つ
か
の
市
町
村

に
つ
い
て
報
告
）
、
②
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
報
告
、

③
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
（
事
務
局
よ
り
）
。

　

続
い
て
こ
の
日
の
論
点
と
し

が
集
え
る
居
場
所
と
し
て
市
の

居
場
所
運
営
事
業
補
助
金
を
活

用
し
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
―
」
と
い
う
名
称
で
17
年
か

ら
週
1
回
火
曜
日
に
開
催
。
代

表
者
（
第
1
層
協
議
体
メ
ン
バ

ー
）
は
、「『
も
う
年
だ
か
ら
』

と
言
わ
ず
、
元
気
で
皆
楽
し
く

過
ご
せ
て
、
老
後
が
怖
く
な
ら

な
い
よ
う
に
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
お
助
け
隊
等
の
活
動

に
も
派
生
し
て
い
る
。

　

居
場
所
に
は
笑
顔
と
思
い
や

り
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

互
助
の
活
動
は
、
地
道
に
行
う

こ
と
が
大
切
だ
と
強
く
認
識
す

る
機
会
に
も
な
っ
た
。

（
三
浦　

里
沙
）

調
査
政
策
提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

厚
生
労
働
省　

地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業

第
２
回
運
営
委
員
会
に
出
席

情
報
・
調
査
事
業
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税
所
真
也
委
員
（
東
京
大
学
大

学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文

学
部
社
会
学
講
座
助
教
）
か
ら

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
後
藤
純
委
員
長
（
東

海
大
学
建
築
都
市
学
部
建
築
学

科
助
教
）
の
進
行
で
質
疑
応
答

を
行
い
理
解
を
深
め
た
。

　

次
に
、
事
業
進
捗
状
況
の
報

告
と
し
て
、
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
に
関
し
て
、
②
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
関
し
て
、

③
報
告
書
と
り
ま
と
め
に
関
し

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、

特
に
成
果
物
と
な
る
リ
ー
フ
レ

題
を
解
決
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ノ

ウ
ハ
ウ
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
、
全
国
の
取
り
組
み
に
生
か

せ
る
と
よ
い
の
で
は
と
感
じ
た
。

（
鶴
山　

芳
子
）

【
1
月
22
日
】
「
令
和
5
年
度

老
人
保
健
事
業
推
進
費
等
補
助

金
（
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事

業
分
）
地
域
ケ
ア
会
議
と
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協

働
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」

の
第
3
回
検
討
委
員
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

　

委
員
か
ら
の
情
報
共
有
と
し

て
、
大
田
秀
隆
委
員
（
秋
田
大

学
高
齢
者
医
療
先
端
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）
か
ら
秋
田
県
の
多

職
種
連
携
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予

防
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

チ
ー
ム
に
よ
る
市
町
村
支
援
の

有
効
性
を
共
有
し
、
市
町
村
内

で
の
各
担
当
課
、
専
門
職
、
社

協
、
事
業
所
、
住
民
も
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
が

チ
ー
ム
に
な
り
、
中
長
期
に
わ

た
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
共
有
で
き
た
と
思
う
。
今

後
に
向
け
て
、
厚
生
局
の
役
割

や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
必
要

性
等
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
評

価
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
分

か
り
や
す
い
評
価
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
支
援
チ
ー
ム
側
の
評
価

の
必
要
性
に
つ
い
て
も
意
見
が

出
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
良
い
事

業
と
成
果
に
つ
な
が
る
活
発
な

議
論
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
業
の
伴
走
支
援
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
課

ッ
ト
と
報
告
書
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
活
発
に
議
論

さ
れ
た
の
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
あ
る
地
域
ケ
ア
会
議
と
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
関
係
整

理
の
図
解
に
つ
い
て
。

　

当
財
団
か
ら
は
、
「
体
制
整

備
事
業
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や

フ
レ
イ
ル
対
策
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
な
が
ら
も

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
高
齢
者
の
役
割
と

出
番
を
生
み
出
し
、
結
果
的
に

フ
レ
イ
ル
予
防
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
を
及
ぼ
す
。
そ
の

こ
と
を
前
提
に
、
地
域
ケ
ア
会

議
で
の
具
体
的
課
題
が
Ｓ
Ｃ
や

協
議
体
に
つ
な
が
り
、
共
に
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
け
る

地
域
ケ
ア
会
議
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

協
働
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
に
出
席
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た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

全
国
的
に
も
人
口
減
少
が
著

し
い
東
北
地
方
で
は
、
高
齢
化

率
も
高
い
。
家
族
機
能
も
弱
く

な
っ
て
い
る
。
住
民
が
「
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
」

た
め
に
、
課
題
の
検
討
と
政
策

の
検
討
が
連
動
す
る
よ
う
議
論

し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
報
告

書
が
各
地
の
取
り
組
み
に
生
か

さ
れ
る
と
う
れ
し
い
。 

　
　
　
　
（
鶴
山　

芳
子
）

よ
う
に
な
れ
ば
」
と
意
見
を
述

べ
た
。

　

後
藤
委
員
長
か
ら
は
、
「
Ｓ

Ｃ
や
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

の
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加
は

今
後
、
必
須
で
は
な
い
か
。
今

回
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
よ
り

良
く
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
中

心
に
Ｓ
Ｃ
と
の
連
携
を
考
え
た

委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
次
年
度

以
降
に
生
活
支
援
体
制
整
備
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
拾
い
上
げ
て
い
き

【
1
月
17
・
18
日
】
17
日
に
東

京
、
18
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
、
一
般
社
団
法
人
定
年
後
研

究
所
主
催
「
シ
ニ
ア
活
躍
推
進

研
究
会
」
で
当
財
団
の
清
水
肇

子
理
事
長
が
講
演
し
、
玉
置
は

ど
「
創
業
支
援
等
措
置
」
を
選

択
肢
と
し
て
積
極
的
に
検
討
し

て
ほ
し
い
と
話
し
た
。

　

清
水
理
事
長
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
を
迎
え
、
地
域
共
生

社
会
は
多
様
性
と
主
体
的
な
参

加
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
し

て
、
社
員
が
地
域
と
関
わ
り
社

会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
成
長
す

る
た
め
の
支
援
を
企
業
と
し
て

行
う
意
義
や
、
70
歳
ま
で
の
就

業
確
保
に
向
け
て
地
域
活
動
団

体
と
連
携
す
る
効
果
等
に
つ
い

て
話
し
た
。
そ
の
上
で
、
当
財

団
を
含
む
非
営
利
法
人
な
ど
数

団
体
の
企
業
出
向
者
受
け
入
れ

を
提
案
し
た
。

　

第
2
部
は
、
参
加
者
を
数
名

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。
「
60
歳
以

上
社
員
一
層
の
活
躍
に
向
け
て

『
人
材
開
発
の
視
点
か
ら
』
」

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
東
京
会

場
に
参
加
し
た
。
参
加
者
は
、

大
手
企
業
の
人
事
部
お
よ
び
関

係
部
署
担
当
者
の
皆
さ
ん
で
、

両
会
場
同
じ
内
容
で
実
施
さ
れ

た
。

　

第
1
部
は
、
「
改
正
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
へ
の
対
応
状
況
、

及
び
企
業
に
期
待
す
る
こ
と
」

と
題
し
た
厚
生
労
働
省
職
業
安

定
局
高
齢
者
雇
用
対
策
課
長
・

宿
里
明
宏
氏
の
講
演
と
、
「
社

会
貢
献
活
動
で
の
気
づ
き
を
通

じ
た
企
業
人
材
の
育
成
」
と
題

し
た
清
水
理
事
長
の
講
演
。

　

宿
里
氏
は
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
を
踏
ま
え
て
高
年
齢
者
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
活

躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

令
和
3
年
4
月
1
日
施
行
「
改

正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
の

業
務
委
託
や
社
会
貢
献
活
動
な

社
会
参
加
推
進
事
業

社
会
人
地
域
共
生
活
動
参
加
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
研
究
会
」
に
参
加

清
水
理
事
長
が
講
演
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　石川県のさわやかインストラクターお二人の近況をお伝えする。
「キャンナスわじま」として活躍されている中村悦子さんは、ご自宅が全壊
するという大変な被害を受けながらも、発災直後から、オレンジグループ、
全国のキャンナスの皆さん、株式会社ぐるんとびーをはじめとするさまざま
な団体と連携し、福祉避難所での支援活動に尽力されている。仮設住宅が建
ち始め、避難所閉鎖の声が聞こえてくる中、金沢市などへ２次避難している
住民の声も聴きながら、次の展開に向けて動き出している。能登町や穴水町
など医療の被害も大きかった地域で、在宅医療を推進する取り組みに向けて
さまざまな人たちとの話し合いも始めている。「軌道に乗ったら応援してほ
しい」とのお話だった。
　白山市で「ＮＰＯ法人プウプ」を運営している吉村久美子さんは、能登半
島から離れてはいるものの、親戚やスタッフなど大きな被害を受けた人が多
い中、どう支援できるか１月末に珠洲市に足を運び、また、つながりのある
七尾市の高校に支援の働きかけなどを始めている。能登半島へ向かう「のと
里山海道」は片側通行の区間もあり、往復12時間かかるという状況の中、次の
訪問を計画しながらコミュニティ再生等の支援に向けて動き出している。
　当財団も「地域助け合い基金」の特別対応等を通じて支援していく。ご支
援をどうぞよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　  　（鶴山　芳子）

能登半島地震におけるさわやかインストラクターの近況
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「
創
業
支
援
等
措
置
」

と
し
て
の
地
域
社
会
参

加
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
は
、
企
業
・
社
員
・

地
域
の
“
三
方
良
し
”

と
な
る
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
あ
ら
た
め
て
実

感
し
た
。
今
後
の
社
会

参
加
推
進
事
業
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

（
玉
置　

英
明
）

を
テ
ー
マ
に
、
各
社
の

シ
ニ
ア
世
代
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
の
課
題
や
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
を
自

由
討
議
で
共
有
し
た
。

高
年
齢
者
の
雇
用
は
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
各
社
共

通
の
課
題
で
あ
り
、
人

事
制
度
や
研
修
内
容
改

定
を
検
討
し
て
い
る
担

当
者
同
士
、
熱
心
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
研
究
会
の
大

き
な
柱
で
も
あ
っ
た

●
今
年
度
も
1
年
間
、
研
修
生
2
人
が
財
団

の
活
動
に
尽
力
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
ま
で
経

験
の
な
い
分
野
で
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
姿

は
、
財
団
職
員
に
も
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
。
お
疲

れ
様
で
し
た
　

元
の
職
場
に
戻
っ
て
も
、
財
団
で

の
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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村
田
幸
子
さ
ん
の
連
載
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
長
年
、
福
祉
の
課
題
を
発

信
し
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
施
設
の
内
側
か

ら
届
け
て
く
だ
さ
る
見
方
、
生
き
方
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

社
会
か
ら
の
疎
外
感
や
、
老
い
を
一
括

り
に
捉
え
る
こ
と
な
ど
、
思
い
当
た
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
お
元
気
に
と
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

　

ご
好
評
い
た
だ
い
た
村
田
さ
ん
の
エ
ッ

セ
イ
は
、
今
月
号
を
も
っ
て
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
ま
た
、
何
か
の
機
会
に

お
届
け
で
き
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
河
合
様
の
日
々
の
暮
ら
し
で
の
お
考

え
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

エ
ッ
セ
イ
に

思
い
当
た
る
こ
と
ば
か
り

河
合
さ
ん岐

阜
県

『さぁ、言おう』では、
皆様のご意見や情報をお
待ちしています。掲載記
事へのご感想、地域の助
け合い活動や居場所の情
報、日頃気になっている
テーマ、いきがい、社会
参加などなど、ぜひお寄
せください

※付属のハガキや投稿用紙も
　どうぞご利用ください。

〒105 -0011
東京都港区芝公園2-6-8
日本女子会館７階
公益財団法人さわやか福祉財団
『さぁ、言おう』編集部宛
FAX：（03）5470-7755
E-mail：
pr@sawayakazaidan.or.jp

投 稿 募 集

送 付 先
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編集後記編集後記●生活支援体制整備事業に先進的
に取り組んできた岡山県倉敷市。中島地区
で多彩な活動が広がっています（Ｐ４～「活
動の現場から」）。●「子どもと一緒に地域
で輝こう」は、外国籍の子どもたちを地域
であたたかく見守る活動です（Ｐ11～）。
●「連合・愛のカンパ」の助成先が決定し
ました（Ｐ27～「NEWS＆にゅーす」）。
●村田幸子さんのエッセイ「老いの暮らし
を創る」が最終回となりました。これまで、
楽しく示唆に富むお話をありがとうござい
ました（Ｐ20～）。●『さぁ、やろう』
vol.24が発行となりました（裏表紙）。「紺碧の空」

はり絵・池田げんえい

「
春
夢
」
日
南
（
宮
崎
）

＊お問い合わせは、編集部あるいは社会支援促進チームまでお気軽にご連絡ください。
電話  （03）5470-7751　メール  mail@sawayakazaidan.or.jp

■さわやか福祉財団の活動をさわやかパートナーとしてご支援ください。
『さぁ、言おう』を毎月お手元に
お届けいたします。
さわやかパートナーは、さわやか
福祉財団の理念と活動に共感して
会員としてご支援いただく賛助協
力者の皆さんです。

個　人
年会費

▲ Ａコース  10,000 円
Ｂコース    3,000 円

法　人
年会費
 （1 口）

▲ Ａコース  100,000 円
Ｂコース     20,000 円

『さぁ、言おう』はみんなで新しい社会のあり方を考える問題提起型の情報誌です

公益財団法人さわやか福祉財団の会費は、特別な特典を付与するもの
ではない賛助会費であり、寄付金の一つの形です。

口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団
郵便払込  ００１２０- ９- ６６８８５６※

三井住友銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号２７５４５７４
みずほ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３３８３３２６
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３７３１７１４
りそな銀行  芝支店  普通預金  口座番号１１７４２９７

※払込手数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただければ郵送
　いたします。

一般ご寄付を
いただく場合の

お振込口座

■寄付金は税金の優遇措置が受けられます。
さわやか福祉財団へのご寄付は、所得税、法人税等の優遇措置が受けられます
（さわやか福祉財団は所得税の税額控除対象の公益法人です）。
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「地域助け合い基金」に
どうぞご寄付ください  

能登半島地震の被災地の一日も早い復興をお祈りしています

お振り込み先

「地域助け合い基金」では、令和６年能登半島地震を受け、

石川県全域・県外被災地域・県外避難地域を特別対応地域

とし、現地のニーズを踏まえながら通常のご支援枠を超え

て応援いたします。

　皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

●能登半島地震復興支援のご寄付の場合は、地域を「石川県」とご指定ください。
　当財団のホームページからクレジットカードでご寄付が可能です。あるいは以下
の金融機関宛にお振り込みください。金融機関の場合は、お手数ですがホーム
ページまたは電話などにより、石川県指定ご寄付である旨をお知らせください。
（当財団ＨＰ「地域助け合い基金」ご寄付受付ページ）
https://www.sawayakazaidan.or.jp/fund/tasukeai/form.php

●当財団からも活動支援金を「地域助け合い基金」に拠出し、石川県をはじめ被災
地・被災者の皆様を応援する活動を広く支援します。

■銀行振込
口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団　地域助け合い基金
三井住友銀行  浜松町支店     （普通）口座番号  ７８５９４５２
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  （普通）口座番号  ００９５４４６

■郵便振替（払込取扱票）
加入者名：公益財団法人さわやか福祉財団
口座記号番号  ００１１０-７-７０９６２７

＊「地域助け合い基金」では指定地域のないご寄付も常時募集しています。
＊「地域助け合い基金」は、さわやか福祉財団が事務手数料を頂戴することはありません。
＊「地域助け合い基金」をはじめとするさわやか福祉財団へのご寄付は、所得税・法人税等の
　　優遇措置の対象となります。

!
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助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

丹

　直
秀

「
他
人
事
」
と
「
自
分
事
」

●公益財団法人さわやか福祉財団理事
60歳で企業をリタイアし、さわやか福祉財団にボランティア参加し
て以来28年。日本で、そして自分の地域で「新しいふれあい社会」
を実現したい思いは募るばかりです。

青
春
時
代
を
富
山
県
で
過
ご
し
、

能
登
・
北
陸
の
震
災
は
他
人
事
と
思
え
な
い

年
齢
が
88
歳
を
越
え
、
高
齢
者
問
題
は
い
ま

ま
さ
に
自
分
事
と
な
っ
て
い
る

防
災
も
福
祉
も
、

自
分
事
と
し
て
取
り
組
も
う  

と
よ
く
言
わ
れ
る
が

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

他
人
事
を
自
分
事
に
す
る
に
は

ま
ず
、
自
分
事
を
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
る
こ
と

そ
こ
が
基
本
か
も
し
れ
な
い

3月号-表2・表3.indd   全ページ3月号-表2・表3.indd   全ページ 2024/02/26   11:102024/02/26   11:10



03-3

助け合いの仕組みづくりをさらに進めよう

情報紙

　生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを考える情報
紙『さぁ、やろう』。
　地域支援事業に携わり、地域
における助け合いの仕組みづく
りを進めている方々の参考とな
る記事を掲載し、全国の関係者
の皆さんに頒布しています。ま
た、財団ホームページからダウ
ンロードもできます。

『さぁ、やろう』
vol.24発行  ！

【お問合せ】メール  post@sawayakazaidan.or.jp
　　　　　　電　話（03）5470-7751

vol.24

vol.22

財団HPトップページ→「ライブラリー」→「さぁ、言おう・さぁ、やろう」にお進みください

　６月に政府が閣議決定した骨太の方針。「異次元の少子化対策」と言われてきた中で、年間およそ 3.5 兆円

にのぼる取り組みの関連事業費が示されました。同じく発表された「こども未来戦略方針」では、「児童手当

の所得制限撤廃」「こども誰でも通園制度（仮称）」「育児休業中の給付金10割相当」や、高等教育費として

「授業料後払い制度」等々、幅広い支援策が挙げられています。

　一方、報じられている通り、これらの具体的な財源は年末までに検討するとされました。歳出改革で支出

を抑える方針は、高齢世代にとっては医療・介護のサービス低下につながるのではないかとの不安も指摘さ

れています。
　子どもの育ちを家庭だけに押し付けずに社会でどう応援していくのかは、未来に向けて考えなくてはなら

ない喫緊の課題です。世代間対立の構図とせずに、誰もが自分を生かして生き生きと暮らせるために、今の

私たちの選択が問われています。また、どのような方向であっても、尊厳ある暮らしの環境をつくるためには、

地域での助け合い活動の広がりが不可欠です。
　本号では、４月に開催した「子ども・子育て市民委員会シンポジウム第２弾」の内容と、地域で実践され

ている助け合いの取り組みの状況をご紹介します。ぜひ皆様の取り組みやお考えの参考としてご活用ください。

生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを考える情報紙
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